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第 3 章 プロジェクトの内容 

 
3-1 プロジェクトの概要 

 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

 

｢エ｣国は｢国家開発計画(2001 年から 2005 年)｣を策定し、上水道施設の普及・整備を最重要課

題として位置付けている。特に｢小規模自治体都市部の衛生状況改善計画｣を優先的に推し進め

ている。ワキージャス、アレニージャス両市はエル・オロ県の小規模自治体であること、また、

ペルー国と国境を接している地理的条件より、半世紀にわたる国境紛争のためにインフラの整

備が遅れていること等から優先整備地域となっている。 

1998 年のペルーとの和平合意締結を機に中央政府はこうした状況を打開するため 2000 年に

｢二国間平和開発基金｣による資金援助を行い、両市は上水道整備計画(｢アレニージャス･ワキー

ジャス両市の地方上水システム再設計｣以後再設計と称する)を策定している。 

この計画は目標年を 2025 年とする、時間給水の撤廃と水質改善のための上水道の施設整備計

画で、衛生的な水を安定供給し生活環境の改善を目標としたものである。この中で本プロジェ

クトは取水施設、浄水場、配水池などの給水施設を建設することと、新しく創設された上水道

公社に運転・維持管理の技術指導を行い、継続的に水道事業が運営できる組織とすることを目

標としている。 
 

 

3-1-2 プロジェクトの概要 

「再設計」計画は目標年次を 2025 年とする上水道整備計画であり、計画内容の施設規模は大き

く、日本の無償資金協力の枠を超えることから、プロジェクトはこの計画の基幹部分(2008 年)へ

の協力のみとする。また協力開始に伴い上水道公社を設立して、水道事業の持続的な運営、維持

管理が可能となる技術及び運営管理の体制を確立するものである。 

 

計画は下記に示す三つの段階から構成される。 

一段階：既存施設の利用とその整備 

既存施設は継続して有効利用することとし、特に市内配管網の整備を行う 

二段階：日本の無償資金協力の実施 

協力対象事業として、本プロジェクトの基幹部分の上水道施設の整備を行う 

三段階：｢エ｣国側の拡張・整備 

  2008 年の施設完成後以降は、需要量の伸びと上水道サービスレベルの向上に対応すべく、

既存施設の整備などを実施し、2017 年を目処に浄水場等の拡張計画を策定し、実施する（図

3-1-1 プロジェクト概要参照）。 

 

3-1 



 

給水量 20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

人口

200L/sec

10万人

100L/sec

50L/sec

既存水源（表流水・井戸）からの給水量

日本側整備による給水量

「エ」国側による拡張200L/sec

150L/sec

50L/sec

既存水源（表流水・井戸）からの給水量

0L/sec

既存水源（表流水・井戸）からの給水量

既存生産施設　可能生産量：
ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ市浄水場　急速ろ過池：22L/sec
ﾜｷｰｼﾞｬｽ市井戸　4本：40L/sec
計：62L/sec

新規浄水場
生産量：100L/sec

「エ」国による
・ﾜｷｰｼﾞｬｽ市井戸の増設
・浄水場拡張の準備・検討

供給人口－水需要

 
図 3-1-1 プロジェクト概要 

 

（１）プロジェクトの基本構想(一年次基本設計) 

一年次基本設計調査時のプロジェクトの基本構想は以下のとおり。 

表 3-1-1 一年次基本設計調査時のプロジェクトの基本構想 

項目 施設整備内容 基本構想 成果 

水源 ダムの既存取水パイプ
との接続 

ダムより取水（120ℓ/秒） 水源水量の確保 

導水管 ダム～新規浄水場間の
導水管 

径 450mm の DIP を 
10,790m 敷設する。 

水量の確保と供給
の安定化 

浄水場 ばっ気処理、凝集処理、
沈澱池、急速ろ過池 

ダムの水質浄化に最適な
処理方法を採用する。 

衛生的な水が得ら
れる。 

配水池 １ 
(アレニージャス用) 

配水池 既存配水地内に円形の
800㎥タンク建設 

配水の安定化 

配水池 ２ 
(ワキージャス用) 

高架タンク 市内 4 箇所に高架タンク
(500㎥)4 基の建設 

給水圧の増加と配
水の安定化 

送水管 1 
(アレニージャス用) 

浄水場～配水池間の送
水管 

径 250mm の PVC 管 を
3,200m 敷設する。 

処理された水を送
水する 

送水管 ２ 
(ワキージャス用) 

浄水場～配水池間の送
水管 

径 450mm の DIP を 
23,200m 敷設する 

処理された水を送
水する 

配水管 １ 
(アレニージャス用) 

(既存の配水管利用) （先方負担での配水管網
の整備） 

安定した水供給 

配水管 ２ 
(ワキージャス用) 

主要配水管の整備 高架タンクよりのメイン
配水管 径 100～50mmPVC
約 20,000m の敷設 

水圧を持った水を
安定供給する。 

 

  一年次の基本設計調査で策定した施設の基本計画案は以下のとおり。 

  １）取水施設 

取水はタウインダム回廊部にある取水管（1,200mm×3 本）のうち、2 本に接続、ダム下流側からダ

ム工事用道路へと導水管の敷設を行う。取水口の設備としては取り付け管のみで既存取水管の分岐

部（500mm）を利用する。計画取水量、計画導水量はともに 120ℓ/sec（計画浄水量×120％）である。 
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尚、ダム湖の取水水位は以下のように想定する。 

－ダム湖計画 HWL（余水吐堰頂）：+115.00ｍ（最大越流水位：+117.50ｍ） 

－ダム湖計画 LWL（既往最低水位）：＋105m 

－ダム湖計画 LLWL（取水口下端）：標高+90.00ｍ（ダム湖取水口下端は 87.50ｍ） 

ダムの取水口からの水は浄水場まで自然流下で送られる。 

２）導送水施設 

タウインダムの計画取水位 105m に対して新規浄水場ばっ気施設の水位（HWL）は GL.85m、浄水池

の LWL を GL.75ｍとする。導水量は計画取水量 120(ℓ/sec)とする。 

基本的に、両市の人口比からはアレニージャス市への送水量は 30(ℓ/sec)、ワキージャス市への送水

量は 70ℓ/sec と想定する。ただし、乾期アレニージャス川の水質は濁度が低く、全量が既存浄水場で

賄える可能性が考えられるため、この場合はダム側の浄水量の全量をワキージャス市へ送る事が可

能となる。このため、ワキージャス市への送水量は最大 100ℓ/sec として計画する。 

導送水管の施設概要は以下のとおりである。 

表 3-1-2 導送水管施設概要 

No. 導水管ルート 流量(l/s) 管径(mm) 延長距離(m) 材質 

1 ダム取水地点～新規浄水場 120 450 10,900 DIP 

2 新規浄水場浄水池～ 

アレニ-ジャス配水池(800 ㎥) 

30 250 3,130 PVC 

3 新規浄水場浄水池～ 

ワキージャス配水池 4 基 

100～50 450～300 22,230 DIP 

 

３）浄水場施設 

新規の浄水場は前処理としてばっ気処理、生物処理の施設を導入し、生物処理の後は通常の急速

ろ過方式とする。また前、中および後塩素処理施設を設けるものとする。 

浄水場の規模は、計画取水量(導水量)、計画浄水量を 120ℓ/sec（急速ろ過池洗浄水量、その他を見

込み）とし、浄水場生産水量 8,640 ㎥/day（100ℓ/sec）及び送水量は 100ℓ/sec とする。 

① 浄水処理を検討するに当たっての課題 

・ ｱﾝﾓﾆｱ性窒素は約 10 倍量の塩素を消費するので 10mg/ℓ以上の塩素が必要となる。 

・ 硫化水素臭があるので塩素処理を確実に行う必要がある。 

・ 鉄やﾏﾝｶﾞﾝが溶解性として含まれるので、除去処理が必要である。 

・ 植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが原因でカビ臭発生が予想される（ただし最下層から取水するので、表層ほどの

高濃度は発生しない）。 

・ 植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝによるろ過閉塞が生じる。 

・ ｐH が高いために、凝集剤の必要量が多くなる。 

② 浄水処理方式と施設 

上記課題の対応と浄水処理方式として緩速ろ過方式を採用する場合は粗ろ過施設を必要とし、
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ろ過池面積も大きくなり、将来の拡張計画においては土地の確保も難しくなることなどから、緩速ろ

過方式の採用は取りやめ、急速ろ過方式とする。 

急速ろ過方式による処理は、鉄やﾏﾝｶﾞﾝ、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素、硫化水素などを除去するために大量

の塩素が必要となること、カビ臭については除去できないので、活性炭又は生物処理を併用する

必要がある。活性炭の使用は運転コストが高くなるため、生物処理を導入することとし、生物処理の

後は通常の急速ろ過方式とする。 

塩素処理の方法は塩素使用量の低減化を目的に中塩素処理を主とするが、溶解性ﾏﾝｶﾞﾝやｱﾝ

ﾓﾆｱ性窒素濃度が高い場合には前塩素が必要となることもあるので、前、中および後塩素処理施

設を設けるものとする。 

 

図 3-1-2 浄水処理フロー 

各施設の概要は以下のとおり。 

a. 予備曝気施設と生物処理施設 

着水井に一次曝気装置を設ける。ダム湖水位が計画取水位よりも高いときには余剰水頭を有効

利用し,、後段の生物処理の空気吹き込み量を節約する。 

生物処理施設は下降流接触ろ過池方式とし、濾過速度は 50m/day 程度、接触材は径 5～10mm

の礫とし、接触層の層厚を 150ｃｍとする池を 6 池設ける。洗浄方式は水逆洗･空気併用とし、空気量

は原水量の 5～10 倍程度とする。接触ろ過池洗浄用水は場外へ直接放流するものとする。 

 

b.凝集処理施設と薬品注入率 

凝集処理施設は薬品類の保管や薬液攪拌池を有する薬品注入機室、急速攪拌池(混和池)、フロ

ック形成池からなる。急速撹拌池は滝式のものを１池、フロック形成池は凝集したフロックを大きくす

るための施設であり、水平迂流式のもの１池建設する。清掃時はバイパス水路へ迂回することとする。

薬品の注入率は以下のとおり。 

表 3-1-3 浄水処理における薬品の注入率 

注入率（mg／ｌ） 
薬品 

最大 最小 平均 

硫酸バンド 80 10 50 

苛性ソーダ 10 2 3 

前塩素 7 1 3 

中塩素 5 1 2 塩素 

後塩素 1 0.3 0.5 

 

c. 沈澱処理施設 

浮遊物質やフロックを重力沈降作用によって除去する施設であり、上向流傾斜板式沈澱池とす

る。構成としては清掃、点検及び修理の場合を考慮して 2 池とする。 
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沈澱汚泥排出施設は池を空にして排出することにする。上部水は場外へ直接放流し、下部汚

泥は天日乾燥へ自然流下にて排出する。清掃は人力とする。 

d． 急速ろ過方式と施設 

沈澱池で除去しきれなかった懸濁物質を、ろ過層を通過させることによって除去する施設であ

る。除去原理としてはろ材の表面に届くまでの重力沈降によるもの、ろ材表面へ付着･補足による

ものがあり、いづれかで大部分の懸濁物質が除去される。ろ材としては砂およびｱﾝｽﾗｻｲﾄ、もしく

は砂のみとし、ろ過速度は 150ｍ/日程度、重力式の流入量制御型急速ろ過方式とする。 

施設は池数6池構成、ろ過砂の洗浄は表面水洗浄（表洗ポンプ方式）、と逆流洗浄（洗浄タンク

方式）の併用方式とする。急速ろ過池洗浄の排水は場外へ直接放流する。 

なお各種制水弁の開閉は手動とする。 

 

e. 浄水池 

ろ過水量と送水量の変動を調整するために設けるが、電力事情を考慮して容量は浄水量の 2

時間分とする。池数は清掃等を考慮して 2 池とする。 

主な付属施設としては汚泥処理施設、天日乾燥床、送水施設、流量計測及び水位計測方式

等がある。施設の概要は表 3-1-4 に示すとおり。 

 

表 3-1-4 浄水場の主な施設の概要 

施設名 形状寸法 数（基） 摘要 

着水井 8.7m×10.0m×2 面 1 池 バッ気池兼用 

生物接触ろ過池 5.0m×7.0m 35m2 6 池 ろ過速度 60m/日 

混和池 滝式 1 池 フロック形成池流入部に付属 

フロック形成池 4.0m×37.4m×1.7m 1 池 水平迂流式 バイパス渠有 

薬品沈澱池 5.3m×14.75m×3.0m 2 池 上向流傾斜板式 

急速ろ過池 4.2m×3.1m 13.02m2 6 池 ろ過速度 159m/日 

浄水池 10.0m×15.0m×2.5m 2 池 375m3 

ポンプ室 7.0m×13.0m 平屋 1 棟 

ポンプ設備 表洗、逆洗、塩素用 1 式 

天日乾燥床 5.5m×12.0m×1.0m 4 池 

管理棟 13.0m×20.0m 平屋 1 棟 

建築物 塩素室、受電室、ブロア

ー室 

各 1 棟

薬品注入設備 硫酸バンド 1 式 薬品室はフロック形成池に付属 

薬品注入設備 前･中･後塩素 1 式 

原水槽 4.0m×10.0m×4.0m 1 池 生物接触ろ過池逆洗用 

付属施設 

 

 

逆洗水槽 4.0m×6.0m×4.0m 1 池 急速ろ過池逆洗用 

 

４） 配水池施設 

アレニージャス市は半地下式配水池を既存浄水場内に増設する。既存配水池 5 基（容量 660 ㎥）

は継続的に利用できると判断されるため、計画配水池容量は 500 ㎥とする。 

ワキージャス市は既存の配水システムに配水池がなく、給水圧が低いことから高架配水池を市内 4

箇所に新設する。ワキージャス市の対象給水区域の標高は 5m～12m と平坦な地形であり、地上式の

配水池を建設する適当な高い場所がない。このため、配水方法としては高架タンク式もしくは地上式配
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水池とポンプ加圧式が選択肢となる。運転経費の節減を図るため高架タンク方式を選定することとする。

容量は、ダムからの送水量 70ℓ/秒に対応する配水調整容量 8 時間分として約 2,000 ㎥（容量：500 ㎥

×4 基）とする。高さは LWL を 20m とする。 

５）市内配水管整備 

ワキージャス市内は上記の新規配水池から径 450mm の配水本管を市内にパンアメリカン道路と

並行して配置、主要な既存配水管に接続する。市内は給水圧が低いため、配水システムは高架タン

クによる配水方式を計画する。この配水方法を実施するには配水本管(一次配水管)レベルの設計

内容の変更が必要である。従って既存の配水管の整備は先方が実施するが、高架タンクからのメイ

ン配水管は本計画に含めるもの既存配水管網（給水管、水道メーター等の給水設備を含む）の整備

は先方が実施する。 

アレニージャス市の配水システムは配水池から直接 16 本の配水管により、各給水区へ配水する

方式がとられている。新規の配水池は既存の配水池と連結後、各給水区へ既存の配水管を利用し

て配水される。尚、市内の配水管網の整備は市が既に整備計画を策定し、県を通じて中央政府に

予算請求を行っていることから先方負担とする。 

 

（２）基本構想の再検討 

一年次の基本設計調査は事前調査の結果に従い実施したが、調査の結果により浄水場建設

予定地点の標高に誤差のあること、ダム水質に問題のあることが判明したため、当初の基本

計画案と代替案（河川取水、新規浄水場建設位置の変更）の 2案について比較した。 

まず取水位置、次にそれに伴い変更される給水施設の内容について検討を加えた。各案の

詳細については現地調査、国内解析でまとめ、調査団として現地を再訪し、先方政府に提示、

説明を行った。先方は県、県開発公社、両市の関係者で協議・検討し、河川取水による代替

案を採用したいとの要請があった。こうした経緯を受けて第二年次の基本設計調査の実施と

なった。基本計画案と代替案の概要は表 3-1-5 及び図 3-1-3 に示すとおり。 
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表 3-1-5 取水位置の検討 

取水 

地点 

基本計画(第一)案 

タウインダム放流管 

代替(第二)案 

アレニージャス既設の取水施設付近 

計
画
の
趣
旨 

要請に基づく案である。標高の高いダム貯留水の位

置のエネルギーを有効利用する。 

ダム貯留水を直接取水し、ダム取水地点より導水管

約11km地点に浄水場を建設する。 

浄水は、ワキージャス高架水槽へは自然流下、アレ

ニージャス配水池へは送水ポンプにて圧送となる。

河川浄化により水質の改善された河川水を、アレニ

ージャス既設取水場付近で取水し、近隣の適地に浄

水場を建設する。 

浄水は、第1案と同様な方式で両市へ送水するもの

とし、両市受水圧をも同一とする施設計画とする。

両区域へ全て自然流下させる案である。 

急速濾過方式の前に生物処理を導入する。 

生物処理の方式は接触曝気とし、エアレーションを

行いながら礫でろ過を行う。 

 

急速濾過方式とする。 

代案としての緩速濾過方式は、雨期高濁度時対策と

して凝集沈澱、さらに高濁度期間が長い場合には粗

ろ過が必要である(既設緩速ろ過池で、雨期は2～3

日、乾期は10～15日で閉塞)。 

このため、緩速ろ過池面積を含めると広大な面積が

必要となるため、ここでは急速ろ過方式を採用す

る。 

浄
水
処
理
方
式 

アンモニア性窒素およびマンガンを酸化するために、前塩素および中塩素処理を行う。プランクトンに

よる砂ろ過の目詰まりを軽減化するために急速ろ過池は二層ろ過とする。 

取
水
地
点
の
選
定 

既存施設のタウインダム放流管を利用 

 

アレニージャス既設浄水場の取水地点である農業

用水路(アレニージャス川から分岐した農業用水

路)から、以下の理由で取水する。 

・自然河川取水よりも水位が安定しているため、取

水堰堤を建設する必要がない。 

・相応の水深および構造となっているため、取水吸

込み管の設置が容易である。 

取
水
方
式/

取
水
施
設 

取水施設の建設が簡単なため、放流管に設置済みの

分岐T字管(フランジ板止め)から取水する。 

既設取水施設・設備と同一の形式とし、取水ポンプ

を設置する。 

・用水路に取水吸込み管を設置し、新設ポンプ室に

設置した取水ポンプにて揚水する。 

取水量：110L/sec (=6.6m3/min) 

実揚程：着水井+79.50m - 取水位+30.00m =  

49.50m

管路損失水頭：φ450mm × 800m = 1.38m 

ポンプ廻り損失水頭： = 3.12m 

ポンプ全揚程： = 54.00m 

取
水
地
点
水
質 

放流水にカビ臭、硫化水素臭があり、アンモニア性

窒素が1.0ppm、溶解性マンガンが最大1mg/l程度存

在する。 

臭いが消失している。 

第1案に較べ、アンモニア性窒素が約三分の一、溶

解性マンガンが約二分の一、pHが0.4ほど下がり約

7.1程度にそれぞれ低下している。 

さらに、硫化水素が消失し、溶存酸素が含まれてい

るものと想定される。 

原
水

水
質 

タウインダム集水域にはかなりの集落があり、今後

の動向には注意する必要があるが、ダム湖水の保全

事業が進行中である。 

ダム湖水の将来水質保全に加え、ダム～取水点間の

集落からの排水の混入に対する対策が必要である。

浄
水

場
予

定
地

事前調査団また相手国から提案された予定地であ

る。 

既設浄水場および既設取水場のアレニージャス川

対岸に標高的及び面積的観点からの適地があり、そ

こを想定する。 

浄
水
場
水
位

計
画 

着水井水位：+82.000m 

浄水池LWL：+74.300m 

着水井水位： +79.50m 

浄水池LWL： +73.00m 

ワキージャス配水池群の受水位が第1案と同一とな

る水位である。 
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　第1案

標高 タウインダム
HWL=115ｍ
LWL=95ｍ

115m
　　　HWL=85m

105m 　　　　　

95m アレニージャス
既存配水池
HWL＝89m

　　　LWL=75m

ワキージャス配水池

ワキージャス
現地盤 高架水槽
　＝10-20m HWL=30m

0m

新規浄水場 アレニージャス配水池

導水管の途中でポンプ
による増圧をすれば、新
規浄水場の標高を上げ
ることは可能

送水ポンプ
11kW, 30l/s

水質
1)溶存酸素が少ない
2)溶解性鉄、マンガン、アン
モニア性窒素、硫化水素な
どを多く含む
3)植物プランクトンが多い
4)リンが多く、富栄養化が
進行している
5)Ph値がやや高い

新規浄水場
(1日あたり使用量)
硫酸バンド　104kg
液体塩素　57kg

ブロアー用ポンプ　74kw
逆洗用ポンプ　15kW
表洗用ポンプ　18.5kw
場内設備　2.0kW

 
　第2案

標高 タウインダム
HWL=115ｍ
LWL=95ｍ HWL=100

115m

105m 　　　　　

95m 　　LWL=90 アレニージャス
既存配水池
HWL＝89m

取水位：30m

ワキージャス配水池

ワキージャス
現地盤 高架水槽
　＝10-20m HWL=30m

0m

新規浄水場

アレニージャス配水
池

アレニージャス既
存配水池を併用し
て配水

水質
1)アンモニア性窒素は低
下している
2)Ph値が低下している
3)溶解性物質が空気酸
化により不溶解性物質に
変化している

新規浄水場
(1日あたり使用量)
硫酸バンド　104kg
液体塩素　47kg

逆洗用ポンプ　15kW
表洗用ポンプ　18.5kw
場内設備　2.0kW

送水ポンプ
140kW, 120l/s

アレニージャス川
生物酸化処理

 
図 3-1-3 取水位置の給水施設の概要 
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二年次の基本設計調査を実施した結果、本プロジェクトの最終基本構想は以下のとおりとする。 

新規水源となるｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川の取水施設の建設と取水工からの導水管敷設、浄水場の建設、両市へ

の配水池の建設及び浄水場から配水池までの送水管の敷設と一部の基幹配水管の整備を行うこととす

る。 

表 3-1-6 最終的なプロジェクトの基本構想 

項目 施設整備内容 基本構想 成果 

水源 水源取水工 ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川より原水を取

水（110ℓ/s） 

水源水量の確保。 

取水ポンプ場、導水管 河川取水地点から新規浄水

場間の導水管 

45kw×5 台（新規 3 台、既存

2 台）の取水ポンプを設置す

る。ポンプ場の改修。 

径 300mm の DIP を 270m 敷

設する。 

水量の確保と供給の安定

化。 

浄水場 凝集処理、沈澱池、急速ろ

過池 

ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川の水質浄化に

最適な処理方法を採用す

る。施設能力（100ℓ/sec） 

衛生的な水が得られる。 

（アレニ-ジャス市送配施設） 

配水池 

 

送水施設 

 

 

（配水管網） 

 

配水池増設 

 

送水ポンプ、送水管 

浄水場～配水池間の送水

管 

(既存の配水管利用) 

 

 

既存配水池内に矩形の５00

㎥配水池 1 池建設、 

15kw×2 台ポンプ設置、径

250mm の PVC 管を 1,180m

敷設する。 

（配水管網の整備は「エ」国

側が実施） 

 

配水の安定化。 

 

処理された水を送水する。 

 

漏水の削減、安定した水供

給。 

（ワキージャス市送配施設）  

配水池 

 

配水本管 

 

 

 

 

（配水管網） 

 

 

配水池の建設 

 

配水池～既存配水管への

配水本管の敷設 

 

 

 

（既存の配水管利用） 

 

1,800 ㎥ ｘ2 池の建設 

 

径 500mm、DIP 

約 19,860m の敷設 

径 250～500mmDIP,PVC 

約 5,020m の敷設と既設配

管への接続 

（配水管網の整備は「エ」国

側が実施） 

 

給水圧の増加とピーク時給

水量の調整 

給水圧の改善、水の安定供

給。 

 

漏水の削減、水の安定供

給。 

 

本プロジェクトは目標を達成するために、最終の基本構想で記載した給水施設の建設を行うものである。

これにより両市には衛生的な水を 24 時間安定供給することが可能となり、生活環境の改善につながる。

従って、協力事業としては取水施設、浄水場、配水池の建設と送配水管の敷設を行うものである。 
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3-2 協力対象事業の基本設計 

 

3-2-1 設計方針 

3-2-1-1 基本方針 

1) 協力対象範囲 

協力の対象地区はワキージャス市とアレニージャス市とする。当初要請のあったチャクラ市

とペルー国の国境の町アグアスベルデ市はプロジェクトの適正規模を考慮して対象外とする。 

 

2) サイト選定 

取水施設は既存施設が老朽化しているものの、送水ポンプを増設し送水量の増加には対応

できる施設であることから、既存施設を使用する事とする。 

浄水場の建設予定地点は当初アレニージャス市郊外南方約 2km の丘陵地であったが、測量

の結果、浄水池としての標高が足りないことと、水源を河川水としたことで、建設位置とし

ては不適格であることから対象外とした。河川取水の場合の浄水場の位置としては河川周辺

の丘陵地が望ましいことから、既存取水口施設の近くの川を挟んで 2 箇所の候補地をあげ、

自然条件調査並びに現地踏査を実施した。2 候補地の概要は以下のとおり。 

標高

120m 受水槽　HWL=100

110m
　　　　　

100m

90m

80m 取水ポンプ場

0m

標高

120m

110m
　　　　　

100m
受水槽　HWL=80 LWL=70

90m

80m

取水ポンプ場

0m

第１案

第２案

新規浄水場

アレニージャス市配水池
HWL=85m

送水ポンプ

アレニージャス市
配水管網
30m～70m

ワキージャス市
配水管網
5m～12m

アレニージャス川

新規浄水場

アレニージャス市配水池
HWL=85m

アレニージャス市
配水管網
30m～70m

ワキージャス市
配水管網
5m～12m

アレニージャス川

 
図 3-2-1 浄水場予定地と給水施設概要 
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表 3-2-1 浄水場用地の選定 
比較項目 第 1案 第 2案 

概要 ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川東岸 ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川西岸 
標高 +90m～+130ｍ +80m～+90m 
地形 急傾斜約 20% 緩傾斜約 10% 
周辺地質 転石等巨レキが多い 締まったレキ混じり土砂 
工事用車両・維持管理用

車両アクセス 
かなりの長いアクセス道路建設が必要 パンアメリカン道路から至近距離浄水場建

設サイトへの道路が、細いながらもある。 
用地の造成、掘削盛土 
施設の配置 
施工性 
工事費 

水理的合理性･経済性を図るためには土留

め工事が大掛かりとなる。 
施設配置高低差（水理的勾配）と現況地表

面勾配が整合しているため、土工事量が適

切。 

導水管アクセス 
Ａ市送水管アクセス 
H 市配水管アクセス 

すべて、ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ川の横断が必要 
すべての管路延長が第２案より長い 

すべて、河川横断不要 
すべての管路延長が第１案より短い 

判定 × ◎ 
 

取水施設と同じ側の候補地つまりアレニ-ジャス川西岸を選定した。標高には若干の問題はある

が、管が河川を横断する必要のないこと、地形が急傾斜でないことから土工事量が少なくて済むこと、

ワキージャス市に近く送水管の敷設が有利になるなどが選定の理由である。 

 

一年次の基本設計調査終了後の国内解析作業において、基本計画案と代替案についての施設内

容、施設建設費、運転維持管理費について比較した。この時点での比較は取水施設、浄水場施設の

位置が確定しておらず、建設予定位置を仮定して行った。この比較結果は本年 3 月の｢基本設計案｣

現地説明時に先方政府関係者に説明を行った。先方政府は河川水を水源とする代替案を日本側に

要請した。これを受けて不足分の再調査や、より正確に計画を策定するために第二年次の基本設計調

査が実施された。従って、ここでの代替案は当初策定した河川取水案に今回の調査結果を加えたもの

とする。 

ダム取水口の水質は既述したように以下の特徴を有する。 

・ 溶存酸素が少ない。 

・ 溶解性鉄、マンガン、アンモニア性窒素、硫化水素などを多く含む。 

・ 植物プランクトンが多い。 

・ リンが高く、富栄養化が進行している。 

・ pH 値がやや高い。 

一方、取水口より下流約 10km 地点の河川水の水質はダムサイトにおいての強制放流による空気

との接触及び河床における生物酸化処理効果(河川の自浄作用)の影響によって以下の変化が

現われている。 

・ アンモニア性窒素、硫化水素は低下している。 

・ pH 値が低下している。 

・ 溶解性物質が空気酸化により不溶解性物質に変化している。 

河川取水することによって浄水場の予備曝気施設と生物処理施設の必要がなくなるなど、浄水
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場の処理システムの変更と浄水場の位置変更も検討する必要ができた。 

 

配水池については当初の基本計画でのワキ-ジャス市内に 4 箇所の高架タンクを計画した

が、地質調査の結果と耐震構造から建設コストが大きくなり対象外とした。新しい建設予定

地点を浄水場内と浄水場からワキージャス市へ約 15.5km の地点、市内配水区域内の 3箇所と

し、3 地点の比較検討を行った。その結果は下表で示すとおり工事費用が安く、運転管理が

容易な浄水場内を新しい配水池の建設予定地として選定した。 

 

表 3-2-2 配水池位置の検討 
項目 第 1 案 第 2 案 第 3 案 

設置位置 浄水場内 中間地点 配水区域内 
案の趣旨 単純さ 上流側の管径を小さくす

る 
配水管路全線の管径を小

さくする 
配水池建設費 小 中 大（高架水槽） 
配水管敷設費 大 中 小(口径小) 
位置の選定に当

って 
問題なし 上流・下流の動水勾配線の

考慮が必要。信頼できる地

形図が無く選定は難しい。

確実なものとするために

はﾊﾟﾝｱﾒﾘｶﾝ道路からかな

り外れる。 

問題なし 

配水時損失水頭 他案に比し有利 流入制御損失水頭が生ず

る 
流入制御損失水頭が生ず

る 
操作・維持・補修 最下流に減圧弁設置が望

ましい 
管理点が増える 躯体の維持・補修を頻繁に

行う必要があ。 
安心度   大容量の高架配水槽は威

圧感があり、安心度に劣

る。施工精度が必要。 
判定 ◎ × × 

 

3) 基本枠組み策定に係る方針 

基本方針は既存の施設を引き続き有効利用すること、運転維持管理が容易でコストがかから

ない設備とすること、無償の協力の枠内であること、上水道施設の運転･維持管理の技術指導を

含めた計画であることなどを主な枠組み策定の方針とした。またプロジェクト実施と並行して

「エ」国側で配水管網の更新、整備が実施される予定であることから、既存配水管への接続及

び「エ」国側の配水管網更新を考慮した送配水計画とする方針である。 

4) 給水原単位と計画給水量 

水道施設の規模を決定する基本水量の基礎（給水原単位、計画給水量、給水計画）は下記の

とおり。 

 
① 給水原単位 

上水道計画の基本となる給水原単位の設定は 1 日 1 人当りの使用水量を県都であるマチャラ
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市の利用値である 150ℓ/人/日を用い、人口は 200１年のセンサス結果をもとに、次図の増加率で推

定した。有効率、負荷率はそれぞれ 80%、110%とした。 

 

 

表 3-2-3 ワキージャス・アレニージャス両市における水需要の推計 

地区 2001 年人口 増加率 

ワキージャス市 40,285 ～2010 年：3.4％     2010 年～：3.0％ 

アレニージャス市 14,318 2.5％ 

 

・ ワキージャス市 

No.  
年

単位 2004 2008 2010 2015 2020 

1 人口 人 44,665 51,056 54,587 63,281 71,597 

2 1人1日水使用量 ㍑/人/日 100 150 150 150 150 

3 商工業使用の加算  0 0 0 0 0 

4 ２＋３  100 150 150 150 150 

5 有効率 % 50 70 70 80 85 

6 負荷率 % 1 1.1 1.1 1.1 1.1 

7 1人1日最大使用水量 ㍑/人/日 220 236 220 206 194 

8 1日最大給水量 m3/日 7,100 9,327 10,208 12,073 13,377 

9 １日最大給水量 ㍑/秒 82 108 118 140 174 

10 配水池容量(8時間)  2,769 3,193 3,335 3,718 4,145 

 

･ アレニージャス市 

No.  
年

単位
 2004 2008 2010 2015 2020 

1 人口 人 15,183 16,759 17,608 19,921 22,539 

2 1人1日水使用量 ㍑/人/日 150 150 150 150 150 

3 商工業使用の加算  0 0 0 0 0 

4 ２＋３  150 150 150 150 150 

5 有効率 % 50 70 75 80 85 

6 負荷率 % 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 

7 1人1日最大使用水量 ㍑/人/日 330 236 220 206 194 

8 1日最大給水量 m3/日 4,259 3,506 3,583 3,955 4,375 

9 １日最大給水量 ㍑/秒 49 41 41 46 51 

10 配水池容量(8時間) m3 1,044 1,152 1,304 1,475 1,669 

11 既設配水池 m3 660 390 390 390 390 

12 計画配水池 m3 762 914 1,085 1,279 

 

 

② 計画給水量 

両市の人口は各 1.5 万人と 4.5 万人で暑い地域になるため国の規準は 200～230（ℓ/人/日）に該当す

るが、マチャラ市（人口 30 万人）で給水事業を実施しているマチャラ市水道公社（EMAPA-M）で採用され

ている平均使用水量は 150ℓ/人/日である事を参考に検討した結果、150ℓ/人/日を本計画でも用いる事

とする。また、給水車等によって配水されている未接続戸は接続戸の 25%の給水量として計画する。 

計画日平均給水量、計画日最大給水量は以下による。 

計画日平均給水量＝計画人口 × 1 人 1 日計画使用水量 

計画日最大給水量＝計画日平均給水量 × 有効率 × 負荷率 
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表 3-2-4 給水原単位（「エ」国基準） 

給水人口 気候 給水原単位(ℓ/人/日) 

冷涼 120～150 

温暖 130～160 

 

5,000 人以下 

暑い 170～200 

冷涼 180～200 

温暖 190～220 

 

5,001～50,000 人 

暑い 200～230 

冷涼 200 以上 

温暖 220 以上 

 

50,000 人以上 

暑い 230 以上 

 

③ 給水計画 

給水計画を策定する際の計画年次は目標年次を15～20年先に設定するのが一般的であり、｢再設計｣

は目標年を 2025 年としている。しかし事前調査の結果と無償資金協力規模を考慮し、目標年次は本計

画の施設建設が完了する 2008 年とする。 

ワキージャス・アレニージャス両市の水需要予測と計画給水量を策定する前提条件としては接続率(２０

０４年)をワキージャス市で 63%、アレニージャス市を 80%（社会状況調査結果より）と推定し、漏水等に起因

する有効率を 50%（担当技術者への聞き取り調査結果より）と想定した。また接続率及び有効率は「エ」国

側の配水管更新、整備事業により漸次改善されるものとする。 

ワキージャス・アレニージャス両市の水需要予測と計画給水量は表 3-6 に示すとおり。 

表 3-2-5 ワキージャス・アレニージャス両市における水需要予測と計画給水量 

・ ワキージャス市 

No. 年 2,001 2,004 2,008 2,010 2,015 2,020
1 都市部人口 p 40,285 44,665 51,056 54,587 63,281 71,597
2 1日1人使用水量 l/s/d 100 150 150 150 150
3 有効率 % 50 70 75 80 8
4 負荷率 1 1.1 1.1 1.1
5 計画1日1人最大給水量 l/d/p 220 236 220 206 194
6 接続率 % 63 70 80 90 9
7 計画給水量（接続） m3/d 6191 8,424 9,607 11,747 13,203
8 計画給水量(非接続) m3/d 909 903 600 326 174
9 計画1日最大給水量 m3/d 7100 9,327 10,208 12,073 13,377
10 同上 l/sec 82 108 118 140 155

5
1.1

5

 
・ アレニージャス市 

No. 年 2,001 2,004 2,008 2,010 2,015 2,020
1 都市部人口 p 14,318 15,183 16,759 17,608 19,921 22,539
2 1日1人使用水量 l/s/d 150 150 150 150 150
3 有効率 % 50 70 75 80 8
4 負荷率 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1
5 計画1日1人最大給水量 l/d/p 330 236 220 206 194
6 接続率 % 80 85 90 95
7 計画給水量（接続） m3/d 4,008 3,358 3,486 3,903 4,375
8 計画給水量(非接続) m3/d 251 148 97 51 0
9 計画1日最大給水量(7+8) m3/d 4,259 3,506 3,583 3,955 4,375
10 同上 l/sec 49 41 41 46 5

5

100

1  
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水源は、新規に建設される水源とワキージャス市の井戸水源及びアレニージャス市の既存取水場を継

続して使用するものとする。ただし、ワキージャス市では水質的に問題の大きい井戸 PH1、PH7 は緊急時

用の予備井戸とし、深さ 100m レベルの 4 井のみの運転を基本とする。またアレニージャス市では雨期濁

度上昇時には処理対応が出来ない緩速ろ過池は停止して急速ろ過池のみの運転とする。この場合の生

産計画は表 3-2-6 に示すとおりである。 

表 3-2-6 ワキージャス・アレニージャス両市における生産計画 

・ ワキージャス市 
No. 水源 2004 2008 2010 2015 2020 
1 プロジェクト 0 72 75 80 80 
2 既存井戸 73 36 38 38 38 
3 新規井戸 0 5 22 22 
4 「エ」国側浄水場拡張  37 

・ アレニージャス市 
No. 水源 2004 2008 2010 2015 2020 
1 プロジェクト 0 28 25 20 20 
2 既存井戸 50 12 22 26 30 
3 「エ」国側浄水場拡張  1 

 

2008 年のプロジェクト建設終了年の雨期では、新規浄水場の生産量 100ℓ/sec のうち 72ℓ/sec
をワキージャス市へ送水、28ℓ/sec をアレニージャス市へ送水する。ワキージャス市では既存井戸

によって、36ℓ/sec の生産を継続し、アレニージャス市では既存浄水場で 12ℓ/sec を生産する。そ

の後、既存施設の生産量を増やす事で水需要の増加に対応する事とする。ワキージャス市につい

ては井戸の状態によっては改修作業を実施するか、新規井戸の建設が必要となる。 

このように、既存水源を併用する事により 2015 年まではプロジェクトの現行システムの運用

で水供給の実施可能と考えられる。「エ」国側では、並行して配水管網等給水システム全体の効率

化を実施して、無収水量の削減に努めるとともに、水需要等の基本諸元を見直して、2015 年以降

へ向けた浄水場拡張への計画調査を開始する事が必要である。 

 

3-2-1-2 自然条件に対する設計方針 

計画対象地区は雨期と乾期に分かれている。雨期の降雨量は約 250～500ｍｍと大きくはないが、降

雨時には纏まって降るため、取水工、導送水管の管路工事に当たっては対策が必要となる。また平面的

敷設の位置については、山側に敷設し、管の抜け出しの危険性を低下させることとし、敷設の条件とし

ては設計水量に対応した動水勾配線より下に敷設することを絶対条件とする。 

浄水場の建設に関しては予定地が丘陵地であることから用地の自然勾配を利用した施設配置とし、浄水

の各施設の水位計画との整合を図り、自然条件を取り入れ、掘削･埋め戻しなどの土工量の軽減を行い、

基礎工事費の縮減を図る。また｢エ｣国は地震国であり、活火山も多く、地震に対応できる設計とする。 

 

3-2-1-3 社会･経済条件に対する設計方針 

ワキージャス、アレニージャス両市はペルー国との国境沿いに位置し、両国の国境紛争が長期

間にわたったため他県に較べてインフラの整備が遅れており、経済活動も停滞している。市の一

3-15 



 

部中心地は比較的裕福であるが、その他は概して貧しい。低所得者層が多いことなどを考慮に入

れて運転維持管理費用が出来るだけかからない施設設計を行う。 

 
3-2-1-4 運営･維持管理に対する設計方針 

両市では上水道施設に係わる技術者を十分抱えておらず、維持管理の能力、経験も不足している。施

設設計にあたっては、運転･維持管理が出来るだけ簡易な内容とするとともに、建設時及び建設後の

技術指導を含めた計画とする。 

 

3-2-1-5 施設のグレードに対する設計方針 

すべての施設は今後長期的に利用されるものであるため、運転及び維持管理が簡易となるよう

な設計内容に配慮する。また施設設備は最新の機器の利用はできるだけ控え、動力も極力使用し

ないものとする。 

① 浄水場関連 

水源水質を十分検討し、最適な処理内容を選定する。取水･送水に関わるポンプの運転経費、

薬品類の費用が出来る限り経済的な内容とする。 

 

② 配水池 

今後の配水ブロック化と各給水エリアの人口増加の傾向を十分に検討して配水池の位置及

び容量を決定する。 

 

③ 導・送水管 

PVC 管、ダクタイル管の選定は単価としての材料価格のみならず、異形管を含めた経済性、

施工性をも考慮して決定する。配水管敷設予定地であるアレニージャス市からワキージャ

ス市間のパン・アメリカン道路は現在の 2車線から 4車線への拡張が予定されているため、

これを考慮した路線計画とする。 

 

3-2-1-6 工期に関する設計方針 

施設建設に必要な工事期間は 30 ヶ月が想定される。施設内容が取水施設から配水管敷設までの

一つのパッケージで構成されることから、期分けによって期毎に施設を完成させることは難し

い。したがって、3年の国債案件とする。 
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3-2-2 基本計画 

 

3-2-2-1 施設計画 

（１）全体計画 
協力対象事業全体の概要は次図･表のとおり。水質的に安定したアレニージャス川の河川水を水源

とし、アレニージャス川河岸に取水施設を設け、浄水場までの導水管と送水施設、浄水場、浄水場から配

水池までの送水管、配水池、配水管網の整備である。 

 

表 3-2-7 要請内容と本計画の概要 

項目 「エ」国要請 本計画 
目標年次 2025 年 2008 年 
水源 ダム取水（350l/sec） 河川取水（110l/sec） 

取水施設 取水口と接続のみ ポンプ 45kw×3 

導水施設 ダム～浄水場 
Φ700mm、10,785m、DIP 

河川～浄水場 
Φ300mm、270m、DIP 

浄水場～分岐点 
Φ700mm、3,177m、DIP 

分岐点～アレ配水池 
Φ450mm、1,000m、DIP 

浄水場～アレ配水池 
Φ250mm、1,180m、PVC 

送水施設 

分岐点～ワキ配水池 
Φ450mm、21,000m、DIP ろ過槽との接続のみ 

浄水場 ｴｱﾚｰｼｮﾝ施設、凝集処理、沈澱池、急速

ろ過池、浄水池 凝集処理、沈澱池、急速ろ過池、 

ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ配水池 
2,000ｍ3×1 基 

ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ配水池 
500ｍ3×1 基 

配水池 
ﾜｷｰｼﾞｬｽ配水池 

高架タンク 500ｍ3×4 基 
ﾜｷｰｼﾞｬｽ配水池 

定地式タンク 1,800ｍ3×2 基 
ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ市 

Φ63～350mm、4,800m 
ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ市 

「エ」国側が実施 

配水本管 
ﾜｷｰｼﾞｬｽ市 

Φ63～350mm、27,600m 

ﾜｷｰｼﾞｬｽ市 
Φ500mm、19,860ｍ:DIP 

Φ250～500mm、 
5,020m :PVC、DIP 
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WL:32m

    HWL:89m

LWL:71mWL:80m

○取水ポンプ
  新設：45kw×3台

  110L/sec

アレニージャス川

○ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ市配水池
　容量：　 500㎥ × 1基

(D IP
・導水管
　φ30 )

　全長

○ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ市配水管
　30～70ｍ (既存)

○送水ポンプ
　15kw×2台

  30L/sec

・配水管
　φ250m m  (P V C )

　全長：1200m

既設：

●既存浄水場
　急速・緩速ろ過方式

　処理能力：20L/sec

○新規浄水場
　急速ろ過方式

　処理能力：100L/sec
○ﾜｷｰｼﾞｬｽ市配水池
　容量：　 1,800㎥ × 2基

 

要請内容と計画の変更点

１） 目標年次 

無償資金協力の規模

２） 水源 

ダムの水質悪化より、

３） 取水施設 

河川沿いの既存取水

４） 導水施設 

水源を変更したことに

れた。また取水量の変

５） 送水施設 

浄水場からアレニ-ジャ

敷設延長を変更する。

６） 浄水場 

水源の水質の変化に

ステムとする。 
0m m  

300m： 270ｍ
・配水管
　φ500m m  (D IP )  全長

  容量: 100L/sec

○ﾜｷｰｼﾞｬｽ市配水管
φ250～  (D IP ,P V C )

　全長　

45kw×2台

 

図 3-2-3 施設計画全体の概念図 

は以下のとおり。 

から目標年次は 2008 年とする。 

水質が安定している河川水を水源とする。 

施設を利用して新規の取水ポンプを据え付ける。 

伴い、浄水場の建設位置を変更するため、導水管の

更に伴い導水管の管径を小さくする。 

ス市までの送水管は浄水場の位置と送水量の変更に

 

伴い浄水処理方法を簡素化（エアレーション施設の除
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:19,900m19,860ｍ
：新設施設

：既存施設
500m m

5,000m5,020ｍ

 

敷設距離は大幅に短縮さ

伴い、敷設ルート、管径、

去）し、より適切な処理シ



 

７） 配水池 

アレニ-ジャスの配水池は既存の施設を有効利用するため規模の縮小を行う。 

ワキージャスの配水池はコスト削減のため、高架水槽を取りやめ定地式の配水池とする。尚建設位置

は水圧などを考慮して浄水場内とする。 

８） 配水本管 

アレニージャスの市内配管整備は無償資金協力の規模と先方の実施計画を確認し、先方負担に変

更する。 

ワキージャス市は配水池の位置変更に伴い、配水管の敷設距離の大幅変更と高架水槽の取りやめ

に伴い、市内の主一次管の敷設を行う。 

（２） 施設計画 

 １)取水施設 

水源をアレニ－ジャス川の河川水とし、既存のポンプ場又はその周辺に取水工と浄水場まで送水

する施設としてポンプステーションを建設する。計画取水量、計画導水量はともに 1１0ℓ/sec（計画浄

水量×1１0％）である。取水設備としては 45ｋｗの３台の送水ポンプを据付ける(１台は予備)。ポンプ

の能力は揚程 70.0ｍ、送水量 55ｌ／秒である。尚既存のポンプ２台、コントロールパネルの取り替え、

既存上屋の改修を行う。 

 

図 3-2-4 取水ポンプ概要図 
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 2)導送水管施設 

導送水管の施設概要は以下のとおりである。 

表 3-2-8 導送水管施設概要 

No. 導水管ルート 流量(l/s) 管径(mm) 延長距離(m) 材質 

1 河川取水地点～新規浄水

場 

110 300 270 DIP 

2 新規浄水場浄水池～ 

アレニ-ジャス配水池(500 ㎥) 

30 250 1,180 PVC 

 
取水地点から浄水場着水井までの送水管ルートは、ワキージャス市内道路沿いに敷設する案と、

山越えに最短距離を結ぶ案の２ルートについて検討した。前者は安全に施工できるが敷設距離が

長くなる。後者は管敷設面の傾斜が急であり、土木機械による施工が難しく、安全上の問題点等

も考えられるが、敷設距離が短くなる。踏査の結果、人力による安全な施工が可能と判断し、後

者を敷設ルートに選定した。 
浄水場からアレニージャス市配水池までの送水ルートは市内道路沿いで既設の導水管敷設個所

より山寄りのルートを選定する。 
 

３）浄水場施設 

新規浄水場はアレニージャス川西岸の取水施設後背地の丘の上に建設することとする。 

①浄水場位置の検討 
浄水場位置の検討は、アレニージャス川の取水地点周辺を踏査し、川を挟んでの 2 地点を候

補地として挙げた。2 地点ともに丘陵地であり、民有地であることから調査許可を得てからの

調査となった。 
候補地－1 は、アレニージャス側の東岸に位置し、標高は 90m～130m である。この標高か

らはアレニージャス及びワキージャス両市に対して自然流下による送水が可能であり、簡易な

運転が可能と考えられる。ただし、地形の傾斜はかなり急であり、浄水場建設に当たっては切

り土、整地のためにかなりの土工事が必要とされる。 

一方、候補地－２アレニージャス川西岸、パンアメリカン道路のロータリー近くに位置し、

標高は 70ｍ～80ｍである。この位置の場合はアレニージャス市配水池までポンプによる送水と

なり、ワキージャス市へは自然流下による送水となる。 

両候補地に対する比較検討結果は 3-2-1 サイト選定で述べたとおりであり、施工性、ポンプ

運転の経済性に優れた候補－2 地点を選定した。候補地の位置及び周辺状況は次図のとおり。 
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アレニージャス市新規浄水場の用地案

アレニージャス
市中心部

浄水場用地案　ｹｰｽ１

浄水場用地案　ｹｰｽ２

ワキージャス市へ

既存取水ポンプ場

アレニージャス川

既存浄水場・
配水池

配水管
送水管

送水管

 
図 3-2-5 アレニージャス市浄水場の用地案 

②浄水処理方式 

浄水処理方式は、急速ろ過方式とする。処理システムは以下のとおり。 

 

図 3-2-6 浄水処理フロー 

③浄水場施設 

浄水場の施設配置は以下の点を考慮して決定する。尚浄水場の規模としては生産水量 8,640 ㎥/day

（100ℓ/sec）とする。 

a. 浄水場施設設計の基本的考え方 

・運転、保守点検、補修等を考慮し、機械製品はなるべく使用しないこととする。 

・各種計測装置は必要最低限とし、技術的に保守点検補修の迅速性・確実性が確保されない可

能性より電気的計装設備は設けないこととする。 

b. 浄水場配置計画 

・経済性及び安全性を考慮して、主要構造物の基礎は地山に載せることとする。 

・傾斜地である特性を十分に生かし、水位計画との整合を図る。 

・工事のしやすさ、及び維持管理の利便性を考慮する。 

c. 将来の拡張性 

3-22 



 

・今回設計対象施設は送水量 100ℓ/sec を送水可能とする浄水場施設とする。 

・将来増設施設に対応した余裕容量は見込まない。 

・将来の増設に対しては浄水場周回道路の外側に拡張が可能である。 

 

④ 浄水場施設概要 

河川より取水することによって原水水質が安定、向上するため、一年次基本設計調査時に計画した

浄水場の施設内容と比較すると、予備曝気施設及び生物処理施設が必要なくなり、それ以降の処理

過程は同じ施設設備からなる。施設概要は以下のとおり。各施設の容量等は検討を加えて変更した。 

表 3-2-9 主な浄水施設の概要 

施設名 寸法(1 池当り) 数 摘要 

a. 着水井、混和池 2.0m×2.0m×3.0m １池 フロック形成池流入部に付属 

フロック形成池 4.0m×37.4m×1.7m 1 池 水平迂流式、バイパス渠有 

b. 沈澱池 5.3m×14.75m×3.0m 2 池 上向流傾斜板式 

c. 急速ろ過施設 4.2m×3.1m  13.02m2 6 池 ろ過速度 146m/日 

送水施設(ポンプ室、ポンプ) 6.5m×14.0m  平屋 1 式 表洗、逆洗、塩素用、場内用 

d. 浄水池 20.0m×30.0m×3.0m 2 池 ワキージャス配水池兼用 

天日乾燥床 5.5m×12.0m×1.0m 4 池  

管理棟、 

建築物 

13.0m×20.0m 平屋 

塩素室、受電室 

各 1 棟  

薬品注入設備 硫酸バンド、消石灰 1 式 薬品室はフロック形成池付属 

付属施設 

 

 

 

薬品注入設備 前･中･後塩素 1 式  
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図 3-2-7 浄水施設概要図 
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4) 配水池施設 

ワキージャス用は既存の配水システムに配水池がなく、給水圧が低いことから高架配水池を

市内 4箇所に新設する要請であり計画であった。ワキージャス市の対象給水区域の標高は 5m～

12m と平坦な地形であり、地上式の配水池を建設する適当な高い場所がない。このため、配水

方法として高架タンク式もしくは地上配水池とポンプ加圧式について比較し、運転経費のかか

らない高架タンク方式を選定することとしたが、高架水槽は容量が大きくなると耐震設計とし

た場合、コンクリート量が増えるために建設費が膨らむ。しかし、容量を小さくすると、需要

ピーク時の調整や火事／停電等の緊急時の運転に支障を来たす事となる。従って、自然流下方

式により運転経費の節減を図るために、ワキージャス市からパン･アメリカン沿いに約 8km 離れ

た地点（標高約 35m）に地上式の配水池を建設するか、新規浄水場内に浄水池と配水池兼用の

配水池を建設するかを検討した。パンアメリカン沿いの案については、５万分の地形図に基づ

いてワキージャス入り口から約 8ｋｍの地点で適地を検討したが、ワキージャス市での給水圧

を確保する標高は道路から 2ｋｍ以上離れる必要があり、配水池建設費用は低くなるが、送水

管の延長距離が長くなり非経済的となる事が判明した。 

一方、浄水場に配水池を建設する場合、ピーク需要に対応する配水管路として管径が大きく

なること、浄水場とワキージャス市の標高差が約 60ｍであり、夜間等ピーク時以外の配水圧力

が高くなる事、管延長距離が約 20ｋｍと長くなり、事故時の対応が必要となる(表 3-2-2参照)。 

アレニージャス用は半地下式配水池を既存浄水場内に増設する。既存配水池 5基（容量 660

㎥）は継続的に利用できるものと判断されるため、計画配水池容量を 500㎥とする。 

 

5)市内配水管整備 

ワキージャス市へは新規配水池から径 500mm の配水本管をパンアメリカン道路と並行して市

入り口の減圧槽まで敷設し、これより市内の主な一次配水管の敷設を行い既存配水管に接続す

る。既存配水管網（給水管、水道メーター等の給水設備を含む）の整備は先方政府が実施する。 

アレニージャス市の配水システムは配水池から直接 16 本の配水管により、各給水区へ配水す

る方式がとられている。新規の配水池は既存の配水池と連結後、各給水区へ既存の配水管を利

用して配水される。尚、市内の配水管網の整備は市が既に整備計画を策定し、県を通じて中央

政府に予算請求を行っていることから先方負担とする。 

 

 

3-2-3 基本設計図 

以下に基本計画案と代替案の代表的な図面(図 3-2-8～3-2-12)を添付する。 

１） 取水施設設計図(図 3-2-8)  

２） 導水管基本図(図 3-2-9)  

３） 浄水場基本図(図 3-2-10) 

４） 送水管基本図(図 3-2-11) 

５） 配水池基本図(図 3-2-12) 















 

3-2-4 施工計画／調達計画 

3-2-4-1 施工方針／調達方針 

(1) プロジェクト実施概要 

本計画は、日本側が実施する①実施設計・施工監理、②上水道施設建設、そして③エクアド

ル国の負担工事業務によって構成されている。この内①、②が日本国政府が実施する無償資金

協力の対象となり、③は｢エ｣国政府の自己資金にて｢エ｣国政府の責任の下に、日本側実施工事

の進捗に合わせて行われるべきものである。 

事業実施の手順としては、最初に事業実施に関する交換公文（E/N）が両国政府間で調印され、

その後、日本のコンサルタントとエクアドル国政府実施機関であるワキージャス・アレニージ

ャス両市地方水道公社（EMRAPAH）との間でコンサルタント業務契約が結ばれる。コンサルタン

トはこの契約に従って実施設計を行い、現地調査、詳細設計、入札図書作成の後、建設業者の

入札をエクアドル国側実施機関に代行して行う。入札により業者が選定され、契約が締結され

た後、直ちに工事の準備作業、建設工事が着手される。なお、｢エ｣国側は E/N 締結直後直ちに

銀行取極め（B/A）を行ない、また、資機材の搬入に必要な関税・国内税の免除等に対する処置

を関係省庁で準備する。上水道後者は事業の円滑な実施のため、中央政府、ワキージャス・ア

レニージャス市当局、市警察、電話会社等関連の諸機関と連携を図るものとする。下図に本事

業の実施体制を示す。 

 

日本国政府 交換公文

JICA

工
　　　　報 事
　　　　告 契

約

日本のコンサルタント 施工監理 日本の建設会社

・実施設計 ・建設工事
・入札図書作成 報告 ・資機材調達
・入札代行
・工事施工監理
・ソフトコンポーネント
による技術支援

エクアドル国政府

コンサルタント契約

プロジェクト監理

イバラ市上下水道公社(EMAPA-I）ワキージャス・アレニージャス市上下水道公社

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-2-13 プロジェクト実施体制 
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(2) プロジェクトの内容、規模 

  プロジェクトの施設の内容は下表に示すとおり。 

表 3-2-10 本プロジェクトの施設概要 

No. 設備名 設備内容、仕様 数量 

① 取水施設工事 

1 取水口の改修工事 ゲート 1 式 

2 上屋改修工事(既存上屋) 基礎、壁の補強、屋根張替等 1 式 

3 送水ポンプ据付工事 
新規３台、既存２台の取水ポンプ（45kw）据付
け 

1 式 

4 コントロールパネル取り付け 既存ポンプ用、新規用 2 式 

5 吸入管、場内配管工事  1 式 

② 導・送水管工事 

1 取水場～浄水場 φ：300mm DCIP（DCIP：ダクタイル鋳鉄管） ２７0ｍ 

2 浄水場～アレニ-ジャス配水池 φ：250mm  PVC 1,180ｍ 

③ 浄水場工事 

1 着水井.混和池 2.0m×2.0m×3.0m 1 池 

2 フロック形成池 4.0m×37.4m×1.7m 1 池 

3 薬品沈澱池 5.3m×14.75m×3.0m 2 池 

4 急速ろ過施設 4.2m×3.1m、13.02m2 6 池 

5 送水施設(ポンプ室、ポンプ) 6.5m×14.0m、平屋 1 式 

6 浄水池（配水池兼用） 20.0m×30.0m×3.0m 2 池 

7 天日乾燥床 5.5m×12.0m×1.0m 4 池 

8 管理棟、建築物 13.0m×20.0m、平屋、塩素室、受電室 各 1 棟 

9 薬品注入設備 硫酸アルミニウム、消石灰 2 式 

10 薬品注入設備 前･中･後塩素 ２式 

④ 配水池工事 

1 アレニージャス用タンク 
RC 構造、矩形 
容量：500m3、寸法：12.0m×14.0m×3.0m 

1 池 

2 
ワキージャス用タンク 

(浄水池と兼用) 

RC 構造、矩形 
容量：1,800m3、寸法：20.0m×30.0m×3.0m 

2 池 

 配水管工事 

1 配水池から市内入り口 φ：500mm、DCIP 19,860m 

2 市内入り口から配水管 φ：250～500mm、DCIP、PVC 5,020m 

 

(3) 施工方法 

１）準備工・仮設工事 
①プラント計画 
前述した通りコンクリートプラントは本工事用には設置せず、レディミクストコンクリート
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を購入する。なお少量のコンクリート打設時は各施工場所で練り混ぜる。 
 
②ヤード計画 
・資材ヤード 

浄水場施工場所の近傍に事務所、加工場、資材倉庫一体のエリア内にも 1,00ｍ２のストッ

クヤードをつくる。また、パンアメリカン道路脇（ワキージャス市とアレニージャス市の中

間部分）に 500ｍ２の配管置場（サブヤード）を設ける。 
 
・残土処理場 

今回の浄水場と配水池及び埋設配管に伴い発生する残土は、相手側の地方水道公社の担当

者及び現地コンサルタントの常駐管理者と打ち合わせを行い、運搬経路と距離及び環境と周

辺住民に影響を与えない場所を指定してもらう。 
 
２）共通工事 
本工事では、上水道施設建設に伴い掘削工・埋め戻し工が発生する。特に、管路敷設工およ

び浄水場配水池構築工ではレキ混じりの掘削が必要不可欠であり、浄水場では切盛土のバラン

スをとる計画が必要となる。 
 
①一般土掘削 
土砂およびレキ混じり土の掘削を一般土掘削工としてまとめる。一般土掘削工は、配水池工

事を除き機械施工とし、機械搬入が不可能な場所のみ人力掘削工とする。 
 
・人力掘削工 

人力掘削工の標準施工手順を以下に示す。 

人力による掘削作業

人力による積み込み、一輪車による運搬作業
（施工箇所　→　ダンプ待機場所）

トラックによる残土運搬

残土処分工参照

掘削工（人力）

積込・小運搬
（人力）

掘削土運搬工

残土処分工

 

４ｔダンプ10t 
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・機械掘削工 
機械掘削工の標準施工手順を次に示す。 
 

バックホーによる掘削・積込作業

大型ダンプトラックによる残土運搬

残土処分工参照

掘削・積込工

掘削土運搬工

残土処分工
 

 
掘削機械（バックホー）は、施工条件により選定する。 
掘削幅・深さおよび車道規制施工を考慮すると、道路部では、「0.6m3」仕様の大型機械は効

率できではないと考えられるので「0.10m3」仕様とする。 
 
３） 鉄筋工 

①材料 
鉄筋材料は、仕様書に適合したものを使用し、規格証明書を監督員に提出し承諾を得る。 

 
②貯蔵および加工 
鉄筋の貯蔵場所は鉄筋加工場とし、2～3ｍ毎に枕木（100mm×100mm 以上）等を敷きシー

トおよびネット養生を行う。 
鉄筋の加工は、原寸図を描き、設計図に示された寸法で正確に常温で加工する。 

 
③組み立て 
鉄筋の組み立て配置は設計図面に基づき所定の位置に正しく配置し、結束線によりコンクリ

ート打設時に緩まないようにする。また、型枠と鉄筋との間にはモルタル製スペーサーブロッ

クを適宜配置し、所定のかぶりを確保する。 
 

４）型枠・支保工 
① 概要 
型枠は合板を使用するものとする。 

 

② 施工上の留意点 
型枠の継ぎ目およびセパレーター孔からモルタル分が漏れないように入念に施工する。十分

な強度を有し、有害な変形を生じないように組み立て、出来形管理基準値を考慮して正確に組

み立てる。型枠への剥離剤塗布は、鉄筋組み立て前に行い、打設前の清掃は入念に行う。張出

部の妻型枠は、事前に原寸を引き鉄筋の位置出しを行い、監督員の検査を受ける。型枠の解体

は、原則として仕様書の記述による。 

3-34 



 

５）コンクリート工 
①コンクリートの配合 
コンクリートは、設計強度に適したレディミクストコンクリートを利用する。配合は、工場よ

り事前に配合表を提出させ確認する。 
 

 
②コンクリート打設 
コンクリート打設は少量のものを除き、コンクリートポンプ車で行う。 
締め固めには棒状バイブレータを使用し、所定の高さにならした後、表面水がなくなるか処

理した後、木鏝および金鏝で仕上げる。 
 
③打設回数 
打設回数は打設コンクリート量等を考慮し決定する。 
 配水池・浄水場：４回～５回 

 １回目：下床版 
 ２回目：側壁（２～３回分け） 
 ３回目：上床版 
 建屋：別途設定 
その他：１回 

 
④打ち継ぎ目 
打ち継ぎ目では、旧コンクリート打ち継ぎ面のレイタンス・緩んだ骨材等を完全に取り除き、

十分吸水させた後、新コンクリートを打設する。レイタンス除去等にはチッピングハンマー等

を使用する。 
 
⑤養生 
コンクリートの養生は散水養生（養生マット＋散水）を基本とし、表面養生剤を補助的に使

用する。 
 

６）取水工工事 

  取水施設は、河川脇に構築されてある締め切り部分からポンプを利用して取水する。取水

した原水は敷設するΦ300mm のダクタイル管を介して浄水場まで運ぶ。 

既存施設を利用するため改修工事を行う。1960 年に設置された３台のポンプと緊急用の発

電機は放置されたままで、1984 年浄水場の拡張とともにポンプ場も拡張されている。したが

って 1960 年建設された施設を改修することとする。但し、稼動中のポンプを止めることがで

出来ないので、慎重な施工が要求される。放置された旧来のポンプ、配管類を撤去する。基礎

は増設されたため一体ではないので基礎工事中の振動等の影響はないと思われるが注意が必

要である。壁面の補強、屋根の張替えも基礎工事と同様細心の注意が必要である。電力事情は

悪いが緊急用の発電機は据えつけない事とする。ポンプ据付け後に管類の取り付け工事を行う
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事とする。既存ポンプ、配電盤の更新も同時に行うこととする。 

 

＜取水施設工事の概略と施工手順＞ 

① 仮締め切り工 
取水口工事での取水パイプ設置箇所の地盤は一部法面が崩落している所があり地盤が脆弱

な部分がある為、必要であれば土のう積みにより仮締め切りを行い地盤を補強する。 

締め切りの目的は、施工部分のドライアップであり、山留めとしての機能は期待しない。 

施工は、現地で土のうを製作し、これを河川内に積み上げる。必要な場合には石積により補

強を行う。 

 

② 布団かご・蛇かご工 
布団かご・蛇かご用の網かごは、畳んだ状態で施工箇所に運搬する。現地では搬入した篭を

所定の大きさに広げ、図面に示された位置に配置し、30cm 程度の石を篭の中に投入する。篭

がいっぱいになったら、蓋をし亜鉛メッキ鉄線で結束し、次の篭を設置する。 

この作業を繰り返し最後に篭の周囲に石を投入し、空隙を埋める。 

 

河川流の迂回及び取水ﾊﾟｲﾌﾟの加工

旧構造物取り壊し

鉄筋工・型枠工参照

コンクリート工参照

ポンプ小屋：屋根, 仕切り,囲いﾌｪﾝｽ修
復

取水管の接続：管工事参照

河川締め切り部
整備工

既存ポンプ基礎
解体

新規基礎 鉄筋、型
枠　ボルトセット

ポンプ小屋の整
備

配管工事

ポンプ基礎コンク
リート工

 

 

７）導･送水管敷設工事 

ポンプ場から浄水場までの導水管の敷設についてはポンプ場後背地の丘陵地帯を縦断する

ため土木機械の投入は出来ず、人力施工とする。なお、管体のずり下がり、埋め戻し土の流失

防止などの対策を講じる。送水管の敷設は市内の道路を使用するため、機械堀りとするが、道

路占有や交通規制など正規の手続きを行い、安全に十分留意した上、決められた埋設位置及び

深さに敷設（土かぶり 1.0m～1.2m）するものとする。ワキージャス市への配水管の敷設はパ
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ンアメリカン道路わきにするが、道路の拡張計画があり、工事期間が重複しないよう情報の収

集を行いながら実施計画を策定する事とする。付属設備(バルブ、空気弁、ドレインなど)は必

要な個所に設けるものとする。 

 

＜導･送水管工事の概略と施工手順＞ 

① 管据え付け工 
直管の他、曲管・バルブ類が多いため、一旦、請負者のストックヤードに搬入し、品質・数

量を確認する。その後、施工順序に応じ配管類を各建設現場に配布する。 

各ヤードでは配布された配管を確認し、必要に応じクレーン等を使用し、設計図面に基づき

所定の位置に正しく配置する。 

 

② 仕切弁・空気弁設置工 
仕切弁・空気弁の設置は、必要に応じクレーン等を使用し、設計図面に基づき所定の位置に

正しく配置する。設置確認後、各弁の作動状況を確認する。 

〈露出管〉 〈埋設管〉

準備工 →測量工、交通遮断工

掘削工 掘削工 →構造物掘削：掘削工参照

鉄筋工・型枠工 →鉄筋工･型枠工参照

コンクリート工 →コンクリート工参照

配管工事 →鋳鉄管・鋼鉄管の配置と接続

埋め戻し工 →配管の埋め戻し

 

 

８）浄水場建設 

浄水場は、浄水池および建屋で構成され、浄水池には取水口から接続された導水管と配水池

に連結される送水管が接続している。 

施工は、まず、浄水施設（急速ろ過池、フロック形成池と沈澱池）を構築し、その後配管お

よび建屋構築作業を行う。 

浄水場建設用地は、丘陵部にあるため、表土掘削を行い粗造成を行う。掘削はバックホー掘

削とブルドーザー、ダンプの併用で切り盛土を行う。 
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＜浄水場施設工事の概略と施工手順＞ 

① 躯体工事（浄水池・建屋） 
躯体工事は、掘削工（構造物掘削）、鉄筋工、型枠工およびコンクリート工で構成される。 

内容については前述の各工種施工方法に示す。 

 

② 配管工事 
躯体工事完了後、導水管および送水管を浄水場に接続する。また、各構造物管の配管を行う。 

配管作業は、管工事に準拠し、設計図面に基づき所定の位置に正しく配置する。 

 

③ 設備工事 
配管工事に並行して各種機械設備を配置する。 

各設備は、設計図面に基づき所定の位置に正しく配置する。 

 

構造物掘削：掘削工参照

鉄筋工・型枠工参照

コンクリート工参照

配管を浄水池に接続する。：管工事参
照

各種機械を設置する。

施設の試運転を行う

掘削工

浄水場構築工

鉄筋工・型枠工

配管工

設備工事

コンクリート工

建屋構築工

鉄筋工・型枠工

コンクリート工

試運転
 

 

 

９）配水池建設 

配水池は浄水場から接続された送水管と市街地に連結する配水管で構成される。施工は、ま

ず、配水池を構築し、その後配管作業を行う。配水池は RC 構造の建設を行う。基礎地盤は現

地再委託による地質調査結果より長期許容支持力が得られる深度に直接基礎方式で対応する。

土工はオープンカットで機械掘削にて行い、床付けは人力により基盤面整形を行う。掘削土

砂は埋め戻しに転用するものについては所定の場所に仮置きし、それ以外は処分場へ搬送す

る。コンクリートはレディーミクストコンクリートを使用する。コンクリート打設は各ロッ

ドに分割し、順次足場組、鉄筋組、型枠組、コンクリート打設と段階的に施工を行う。本計
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画では１ロッド 2～3ｍ程度を想定する。コンクリートの打設順序は、底板、側壁、頂版の順

序で実施する。打設方法はコンクリートポンプ車によるブーム打設とする。底板と側壁の打

設ジョイントには止水板を用い、防水効果を高める。施工箇所までの工事用道路を仮設す

る。 

 

＜配水地工事の概略と施工手順＞ 

① 躯体工事（配水池・建屋） 
躯体工事は、掘削工（構造物掘削）、鉄筋工、型枠工およびコンクリート工で構成される。 

内容については前述の各工種施工方法に示す。 

② 配管工事 
躯体工事完了後、流入側・流出側配水管を浄水場に接続する。 

配管作業は、管工事に準拠し、設計図面に基づき所定の位置に正しく配置する。 

③ 設備工事 
配管工事に並行して各種機械設備を配置する。 

各設備は、設計図面に基づき所定の位置に正しく配置する。 

構造物掘削：掘削工参照

鉄筋工・型枠工参照

コンクリート工参照

配管を浄水池に接続する。：管工事参
照

各種機械を設置する。

施設の試運転を行う

掘削工

配水池構築工

鉄筋工・型枠工

配管工

設備工事

コンクリート工

試運転
 

 

１０）配水管工事 

市内の配管網の整備は先方政府が行うが、ワキージャス市への配水池からの配水管は市

内で既存の一次配水管と接続を行う。既設の埋設物に注意し、安全を確認して行う。 
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(4) 建設に関する日本業者の要員計画 

事業を円滑に遂行するため、以下の日本人要員の派遣を計画する。 

① 所長／土木技師（1名） 

本計画の建設工事の責任者で、工事全般の工程管理、品質管理、安全管理等を担当する。

また上水道公社と密接な連絡、協議を行い、工事進捗の円滑化に責任を持つ。また、工事

に関係するエクアドル国側の諸機関との連絡、交渉、申請等を上水道公社を通じて行う。

工事完成時の竣工検査、工事竣工後、1年後に実施する瑕疵検査等に立ち会う。 

 

② 土木主任（1名、浄水場工事担当兼務） 

建設工事の副責任者として、所長の下で工事全般の工程管理、品質管理、安全管理を実施

するとともに、資機材の手配などにも責任を持つ。浄水場工事は同時並行して建設される構

造物が多く、工程管理が重要であるため、土木工事主任が全体管理業務のほか、浄水場工事の

施工管理を兼務することとする。 

 

③ 土木技師(管工事 1名) 

送配水管の敷設工事につき管理責任を持つ。建設資材の検査、敷設工事実施前の施工準

備（施工図面の作成を含む）、管敷設工事、埋戻し土の締め固め等仕上げの管理、減圧弁、

空気弁、仕切り弁、消火栓等の付帯工事を実施するとともに、この工事を通じて｢エ｣国側

の技術者に対して施工計画、施工監理の技術指導を行う。道路横断部や取水工設置などに

際する管理者との調整、市街地での振動・騒音などの苦情対応も担当する。市内は既存埋設

物が数多く存在し、新規に敷設する管路との接続には、細心の注意が必要であるため、現地

労務者に対する管理・指導の重要度は大きい。 

また、掘削深度は1.3mから2mと浅いものの、崩壊した際は作業員を死傷させる深さであ

り、十分な安全管理を行う。建設資材の検査、敷設工事実施前の施工準備（施工図面の作成

を含む）、管敷設工事、埋戻し土の締固め等仕上げの管理、減圧弁、空気弁、仕切弁などの

付帯工事を実施するとともに、この工事を通じて「エ」国側の技術者に対して施工計画、施

工管理の技術指導を行う。 

 

④ 土木技師（浄水場、配水池工事、１名） 

主として、浄水場建設工事と配水池建設工事について管理責任を持つ。建設資機材の検

査、基礎工事、駆体工事の実施、浄水場の付帯施設工事を実施するとともに、機器の操作

を含む浄水システム全体の運転調整も技術指導する。更にこの工事を通じて｢エ｣国側の技

術者に対して施工計画、施工監理の技術指導を行う。 

 

⑤ 設備技師(施設の設備担当１名) 

取水工、浄水場、配水地等の設備全般の管理責任を持つ。取水施設の送水ポンプ据付け、

浄水場の機器の据付け及び取り付け、配水地の付帯設備取り付けを行う。工事終了後に試運

転による動作確認も行う。沈澱池の傾斜板、薬注装置、減圧弁については実施機関に使用経

験が無いことから、保守管理方法の指導を十分に行う。 

 

⑥ 電気技師(電気関連担当１名) 

送水ポンプ、薬液注入機器、浄水場内のポンプや電気計装等電気関連全般の管理責任を持
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つ。 

 

⑦ 事務主任（1名） 

工事の事務、経理、資材の出庫業務等の事務管理、所長の補佐、｢エ｣国関係機関との連絡、

調整等、事業が円滑に進捗するように業務管理を行う。 

 

⑧ 型枠工（1名） 

新規浄水場、配水池工事に関わる型枠工事を実施する。セパレーターの使用の他、鉄筋コ

ンクリート構造物の隅角部(ハンチ)の型枠作成等、｢エ｣国でまだ一般的でない技術を現地の

技能工、作業員に指導する。 

 

⑨ 鉄筋工（1名） 

コンクリート構造物が複雑であることから、鉄筋組立の精度を上げる必要がある。本作業

の責任者として管理するとともに、現地技能工の指導を行う。 

 

⑩ 配管工（２名） 

総延長約 22.0km の導・送配水管の管路工事を実施する。取水口のサクション管、配管、

ポンプ場から浄水場までの導水管の敷設、浄水場内から配水池までの送水管の敷設及び両施

設場内の配管と配水池からの配水管の敷設を実施する。既存配水管、下水管、電話線、光ケ

ーブル等の既存埋設物との取り合いを含めた施工方法や効率的な作業、水圧試験、排水作業

を現地の技能工、作業員に指導する｡管工事期間にわたって２名配置する｡ 

 

3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項 

（１）関係諸機関の協力体制の構築 

本計画の工事実施に関係する｢エ｣国側の政府･民間の機関は以下のとおりであり、工事に際し

て上水道公社を通じこれら諸機関との連絡、協議、調整が必要で、協力体制を構築する。 

① 道路：国道における管埋設工事については管理している公共事業省道路局から認可を得る

必要がある。市が管理する道路については市公共事業部から認可を得る 

 

② 電話：市内の多くの道路下に電話線が埋設されており、その一部は光ケーブルであるため、

管路の掘削工事に細心の注意が必要とされる。電話公社（ANDIATEL）からケーブルの埋設

位置の正しい情報を得るとともに、立会い、許可などの申請を行う。 

 

③ ワキージャス,アレニージャス市交通警察：市内の主要道路にて工事を実施するため、交

通規制、安全管理につき許可や協力の依頼する。 

 

（２）住民説明 

送配水管の埋設工事による道路の占有、通行制限については事前に住民に広報する。広報

の方法はテレビ、ラジオ、新聞、宣伝ビラを利用するものとし、市民から本計画の理解を得

るものとする。また既存管の敷設替えの際の断水についても最小時間とする施工はするが、

事前に住民に知らせることとする。現在アレニージャス市長がラジオにて毎週土曜日市民に
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市政の動きについて報告しているが、そのときに広報活動をしてもらうこととする。ワキー

ジャス市についても同様の処置を行う事とする。 

 

(3)気象条件 

雨季期間中(12 月～４月)は取水口、浄水場、配水池へのアクセス道路は赤褐色の粘土で滑

りやすく、砂利・栗石などを敷き詰める必要がある。また道路の排水状況は悪くなるため、

管路の掘削工事の排水処理について留意する。 

 

(4)交通 

車道を一部占拠して管路敷設工事を行う時は、通行規制を行い、車両を迂回させる等の措

置をとる。この際、市民の理解を得るよう関係機関に積極的に働き掛け、安全に十分留意す

ることが必要となる。 

 

(5)埋設物の状況 

埋設物、特に電話公社の光ケーブルは配管の敷設工事にて誤って切断した場合、復旧が難

しく、ワキージャス、アレニージャス市全域の通信に大きな影響を与える恐れがあるため、

事前に電話公社から埋設位置の情報を得るとともに、施工時の立会を要請する等協力を仰ぐ

ものとする。 

 

(6)安全管理 

工事現場では工事関係者以外の立ち入りを禁止し、人身事故に対する安全管理に配慮する。

そのために、立ち入り防護柵の設置、ガードマンによる監視が必要である。特に、配管工事

が車道にて行なわれる際は、交通事故対策には十分留意することとする。 

 

(7)機材調達 

国内外にて調達する資材について品質・価格においての比較検討を行い、適切なものを採

用する。 
 
3-2-4-3 施工区分／調達・据付け区分 

本計画は施設建設工事である。それぞれの内容及び日本側、｢エ｣国側の実施区分は次表に示す

とおり。 

3-42 



 

表 3-2-11 建設工事実施区分 

No. 日本国側の負担 ｢エ｣国側の負担 

１ 取水施設、浄水場、

配水池の建設工事 

・ 取水施設、浄水場、配水池建設用地の取得と清掃、整地、既存施設の移設 

・ 取水工、浄水場、配水池建設用地までの進入路の整備（敷砂利による簡易舗装）

・ 建設サイトまでの送電線整備（電線引き込みとトランスの設置） 

・ フェンス、門扉、照明、植栽等の付帯工事 

・ 既存配水池周りの既存配水管の位置確認 

・ 新設配水池の既存送配水管接続時の断水に対する対処 

２ 導送配水管施設建

設工事       

・ 管路工事用地の確保、工事期間中の保証金の支払い 

・ 市当局への管路工事に係る許認可の申請及び取得 

・ 管路工事に関し発生する道路舗装撤去、復旧に関する保証金や負担金等の支払

い 

・ 管路工事に関する市交通警察への道路占有許可の申請及び取得。警察への工事

期間中における交通の規制、通行者と車輌に対する安全の確保の依頼 

・ 市都市開発局、電話公社、電気会社等からの地下埋設物に関する情報収集 

・ 新聞、テレビ、ラジオ等を通じた住民に対する断水、道路交通規制等の広報 

・ 新設配水管と既存給水接続管との接続時に発生する断水に対する対処 

・ 工事関係地区への住民説明、調整 

・ その他関係諸機関との調整 

・ 水圧試験、消毒、その他工事に必要な用水の供給 

 

3-2-4-4 施工監理計画 

(1)コンサルタント業務 

本計画を実施する上でコンサルタントは業務実施上、以下の事項に留意する。 

① ｢エ｣国と日本国政府間で締結される交換公文（E/N）の内容を把握する。 

② ｢エ｣国政府側の負担事項の内容を確認し、日本側工事の実施工程との調整を行なう。 

③ 資機材の持ち込みに伴う通関、免税措置等の手続きの再確認、実施機関との協議。 

④ 対象地域の文化や歴史的背景を理解し、計画実施につき住民の理解を得る。 

(2)業務内容 

本計画においてコンサルタントが行う業務内容の概要を以下に示す。 

１）実施設計 

① 現地調査 

・気象、地形・地質、建設資材、労務、施工方法等実施設計に必要な諸条件の再確認。 

・実施機関担当の事業実施体制等の準備状況や、予算措置についての確認。 

・取水工、浄水場、配水池建設予定地点の用地収用状況の確認。 

・取水工における既存配管の確認。浄水場、配水池予定地の新規配水管と既存管の接合箇

所の確認。 

・配水管敷設の主要路線の詳細測量。 

・新規配水管と既存配水管の接続箇所の確認。 
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・空気弁、排水弁、減圧弁、制水弁、等付帯施設位置の確認。 

・工事関連の｢エ｣国側関連諸機関への工事説明と協力依頼、協議。 

② 詳細設計 

・詳細設計図作成、事業費積算、施工計画立案。 

２）入札業務、施工監理 

①入札図書作成、入札資格審査、入札代行、入札結果評価、業者契約締結補助。 

② 施工監理計画書の作成 

③ 資機材の製作の承認、出荷前検査、現地検収。 

④ 工事に係る施工図の承認。 

⑤ 日本側負担による施設建設の施工監理。 

⑥ ｢エ｣国側実施部分に対する技術指導と施工監理補助。 

⑦ 毎月の工事進捗報告書の作成及び報告。 

⑧ 工事関連諸機関との調整。 

⑨ 瑕疵検査の実施。 

(3)コンサルタント業務担当者 

本業務の業務担当者は以下のとおりである。 

１）実施設計 

① 業務主任 ：計画の実施促進、関係機関との協議 

② 施設設計（浄水場） ：浄水場の設計 

③ 施設設計（配水池） ：配水池、送水ポンプ場の設計 

④ 施設設計（配管） ：送水管、配水管網の設計 

⑤ 電気･機械設備 ：各種ポンプ、浄水場機械設備の設計 

⑥ 調達管理・積算 ：機材の調達管理、事業費積算 

⑦ 仕様書、入札図書作成 ：入札用図書、契約書等の作成 

 

２）入札業務 

① 業務主任 ：入札事前審査、入札立会、入札の評価 

② 施設設計（配管） ：入札準備、入札立会、入札の評価 

 

３）施工監理 

①常駐監理 

取水施設、浄水場施設、配水池工事、管埋設工事 

:責任者、取水施設、浄水施設、配水池の建設工事、管路工事の現場監理 

②スポット監理 

a.管路施設：管路資材の現地検収、導送水管並びに配水管工事の現場管理 

b.浄水場施設：着工、竣工支援 

c.設備・電気：各種ポンプ、電気機械・設備の取り付け監理、運転確認 
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d.浄水場試運転：全体的な運転確認、オペレーターへの管理指導 

e.水質管理：水質分析室に導入する分析機器の取り扱い指導 

f.配水池工事:工事の進捗確認、アレニージャス配水池の運転調整 

g.完工検査：取水、浄水場、配水池、配管施設の確認 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

工事用資材及び建設物の品質については、品質管理計画書を作成し、品質検査を実施するもの

とする。品質検査の頻度、検査個所についてはＪＩＳ、建築規準などのによるものとする。品質

管理の主な対象は材料、土工事、コンクリート工事などである。 

 

3-2-4-6 資機材調達計画 

本計画で使用する資機材は、取水工、浄水場、配水池の建設資機材と、管路工事の管材及び

その関連資機材等である。建設工事に必要な資機材で現地調達が可能な物については現地調達

品を使用する。しかし、｢エ｣国内における流通過程の問題で一定期間内に入手が困難な場合、

著しく品質に問題がある場合や現地調達が不可能な資機材については日本または、第三国から

の調達を考える。尚、現地に代理店を有し、国内で汎用的に使用され容易に調達可能な資機材

については現地調達扱いとする。下記に資機材の調達予定先を示す。 

表 3-2-12 資機材調達先リスト 

資 機 材 項 目 日本国 「エ」国 第 3国 

 ダクタイル鋳鉄管   ◯ 

 PVC 管  ◯  

 バルブ類(標準型)  ◯  

 送水ポンプ設備、ポンプ制御盤 ◯   

 塩素注入設備   ◯ 

 土木建設資材（鉄筋） ◯   

 土木建設資材（砂、骨材、セメント、木材等 ）  ◯  

型枠 ◯ ◯  

流量計 ◯   

浄水場内の機器及び備品 ◯   

薬液注入設備   ◯ 

 

3-2-4-7 実施工程 

本計画の全体工程は、施設建設の工事期間、施設内容から国債案件とする。 

E/N 締結後、コンサルタント契約を行い、詳細設計、入札図書の作成を行う。その後、工事業

者の入札手続きを行い、業者契約後工事に着手する。契約後現地にて共通仮設、資機材置場、

現場事務所等準備を始めると同時に、日本、現地での建設資機材の調達を開始する。日本調達

の資機材は海路にて太平洋を横断し、エクアドル国グアヤキル港に陸上げし、アレニージャス

市まで約 200km の陸送を行う。建設資機材は全工事期間に二から三回程度に分割した調達を行

う。本プロジェクトの対象地区はアレニージャス市とワキージャス市である。ワキージャス・アレ
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ニージャス両市上水道整備計画 工事工程(案)の概要は以下のとおり。（図 3-2-14 実施工程案参照） 

1)  詳細設計、入札業務期間は 8 ヶ月とする。 

2)  機材(鉄筋、管材など)の製作、調達には 6 ヶ月を要する。 

3)  施設建設工事は 30 ヶ月を要する。 

4)  工事は 3 年間とする 

5)  平成 18 年 9 月業者契約後、準備作業に着手し、準備作業終了後、取水施設の建設に着手する。 

6)  浄水場の建設も準備作業終了後直ちに着工にかかり、工事期間は 15.0 ヶ月を要する。 

7)  導水管は管材調達後着工する事とし、工事期間は４ヶ月を要する。 

8)  浄水場の試験運転、浄水場より配水池までの試験送水等を行う事から、導水管の敷設工事終了時

には取水工建設、浄水場建設、送水管敷設、配水池建設を終了させる必要がある。 

9)  浄水場からアレニージャス、ワキージャス間の送水管の敷設工事は 2.0 ヶ月、11.0 ヶ月を要する。 

10) 2 基の浄水場内配水池建設には 12.0 ヶ月を必要とする。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　月
　項　目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　　コンサルタント契約

　　現地調査

　　詳細設計

　　入札業務

 （１）施設建設工事

　　　着工準備

　　　資機材製作・輸送

　　　取水工（導水管、取水ポンプ場)

　　　新規浄水場

 （１）施設建設工事

　　　新規浄水場

　　　新規浄水場内配水池No.1（1,800m3）

　　　新規浄水場内配水池No.2（1,800m3）

　　　アレニージャス配水池（500m3）

　　　送水管（新規浄水場～ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ配水池）　

　　　配水本管

　　　浄水場の試運転・調整

 （１）施設建設工事

　　　配水本管

　　　浄水場の試運転・調整

平
成
1
8
年
度

平
成
2
0
年
度

平
成
1
9
年
度

平
成
1
7
年

度

 

図 3-2-14 実施工程案 

3-3 相手国側分担事項の概要 

本計画実施に際し、｢エ｣国側が行うべき分担事項は表 3-2-11(施工区分)に示したものと下記に

示すものからなる。 
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(1)取水工、浄水場及び配水池建設用地の確保 

取水工、アレニージャス市配水池の両建設予定地は既存施設用地を利用するため必要がない。 

浄水場予定地は両市によって 2 ヶ所の候補地が用意されたが、現地踏査、地質調査並びに送

水管の敷設条件から代替地-2 に決定したため、この地の収用を依頼した。両市は E/N 後の用地

購入を約束している。 

ワキージャス用の配水池は新規浄水場の下方の同一敷地内に建設する予定であり、この土地

の収用が必要となる。購入に関しては浄水場予定地と同条件である。また、導送水管ルートに

ついても用地確保と工事許可が必要となる。工事用地の地主に対する工事期間中の保証支払い

を行う必要がある。また、配水池からワキージャス市までの配水管のルートのパンアメリカン

道路沿いは道路の両側が道路センターより 15ｍが公共地であり問題ないとしている。但し、道

路拡張計画があることに留意する必要がある。 
 

(2)プロジェクトサイトまでのアクセスの確保、整備 

施設建設場所へのアクセスについてはその多くが傾斜地であり、表土は赤褐色の粘土である

ことから、雨期期間中は滑りやすくなるため砂利を敷き詰めるなどの整備を必要とする。 

(3)工事着工前のサイトの清掃、整地、既存施設の移設 

建設用地の樹木等の抜開、抜根、その他建設サイトの準備を行う。また、建設サイトにあり、

工事のために障害となるフェンス、電柱その他施設の移設を行う。 

(4)動力用電力線のサイトまでの架設工事及び変圧器の設置 

  電力公社の協力を得てトランスの設置と架線の敷設工事を行う。3 相の動力線の接続は現場

に最も近い場所から取ることとする。 

(5)その他、プロジェクト履行上の措置 

① 日本法人に対する本プロジェクトに係る生産物及びサービスに関する関税、IVA を含む

内国税およびその他の財政課徴金の免除 

② プロジェクトにおいて調達される資機材の円滑なる陸揚げ、免税、通関 

③ 日本人プロジェクト関係者に対する出入国や安全な環境での滞在の為の便宜供与 

④ 銀行取り極めの口座開設及び A/P 通知等の銀行手数料の負担 

⑤ カウンターパート技術者の配置 

⑥ 無償資金協力にて建設･調達された施設、資機材の適切且つ効果的な使用･維持管理 

⑦ その他、プロジェクトを円滑に実施するために｢エ｣国内で必要とされる諸手続きに対す

る配慮 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画  

3-4-1 運営･維持管理体制 

プロジェクトの運営･維持管理は地方水道公社によって実施される。現在、両市の上下水道課
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に所属している職員 42 名より人選して構成する意向で、技術員の不足分は優秀な技術員を公募

などによって広く人材を求める。 

公社による運営維持管理体制は理事会(7 名)のもと総裁が責任者となり運営していくことと

なる。総裁のもと、3つの部局(営業部、総務･財務部、技術部)から構成される。営業部におい

ては主に料金徴収関連業務、総務･財務部においては人事、労務、予算財政などの関連業務、技

術部においては新旧浄水場、取水施設等の給水施設全般の運転維持管理を担当する。技術部は

３課よりなり、取水施設、浄水場を担当する浄水場課、既存施設(井戸)の運転維持管理を行う

施設管理課、管路の補修、漏水防止、その他工事一般を行う工務課からなる。 

公社が財政的にも市から独立した組織になるには、料金の設定、徴収率の向上、無収水量の

減少を目標に掲げ、早期実現に向け努力する必要がある。これには住民の理解と協力が必要で

あり、両市の財政的な支援の外に政治的な協力も必要となる。この面での日本側による技術支

援を検討したが、公社総裁がサンタロサ市の水道公社（EMAPA-SR）設立時総裁の任にあり、水

道料金の設定、料金徴収法の改善、メータ取り付けによる登録者の増加などを手掛けているこ

とと、EMAPA－SR の経営状態が良好である実績から、先方独自で実施可能であると判断し、ソ

フトコンポーネントによる技術支援は行わないこととした。 

メイン施設の運転維持管理を担当する浄水場課は新旧の取水施設(ポンプ場)、新旧の浄水場

を担当する。既存の浄水場が適切に運転管理されず、有効利用されていないことから、新規浄

水場の運転維持管理の技術指導をする際には新規施設・既存の施設について技術指導を行う事

とする。 

井戸施設は施設管理課が担当するが、水中ポンプのスイッチ操作のみで適切な運転維持管理

が行われておらず、技術員を配置することでこの貴重な水源を有効に使う方策を考える必要が

ある。 

市内の管路の整備、漏水への対応等を担当するのは工務課である。無収水量を削減するため、

管路補修の迅速化、メータの取り付け、漏水抑制対策などを行わなければならない。但し先方

が両市内の管網整備をほぼ全域にわたり実施する予定であるため当分の間漏水抑制対策は必要

性が低いと思われる。 

 

3-4-2 運営･維持管理の方法 

最も重要な施設である浄水場の運営維持管理については技術員の不足、技術レベルの低さ、

未経験などの現状と、本施設を有効かつ長期間に亘り継続利用するために技術指導する必要が

ある。新規浄水場に導入される設備の運転維持管理は機材の導入時に行われる機材据付けと試

運転といった通常の技術指導だけではなく、実稼動状態においての技術訓練が必要と考えられ

る。また新旧浄水場の併用を考えると、両施設を最も有効に運転する方法の技術指導が重要と

なる。 

既存井戸の運転維持管理は揚水量の把握と井戸の動・静水位を測定し、地下水の状況を常に

把握するころが重要で、今後は技術員の配置を行う。但し、人選された技術員が技術力に問題
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がある場合、既存の水源も重要な施設であるため、技術指導が必要となる。 

本計画の実施にあわせて、先方政府は両市内の配管網の整備を実施する計画であり、その際、

老朽化の激しい AC 管(アスベスト管)の取り替え、井戸元からの導水管の取り替え、井戸からの

配水管への直接送水を止め、集水井を建設する等の要望を出している。これらを考慮して配管

網の整備を行う必要がある。また、本計画の実施にあわせて、正確な配管網図を作成し運営維

持管理に充てることとする。 

営業部の業務は新公社の運営に重要な役目を果たすこととなる。現在の料金徴収率の低さを

改善し、料金収入の増加を図らなければならない。適切な料金の設定、未払い者への罰則の規

程、新規登録者の拡大(未登録者、不法接続者の減少)などを通常の料金徴収業務と兼務で実施

する必要がある。 

 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費  

 本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる事業費総額は約 2,044.8 百万円

となり、先に述べた日本と｢エ｣国との負担区分に基づく双方の経費内訳は下記に示す積算条件に

よれば次のとおりと見積もられる。下記に示すとおり、日本国政府負担は約 2,023.3 百万円、

｢エ｣国政府負担は 21.5 百万円となる。 

（１）日本国側負担事業費 

                     概算総事業費  2,023.3 百万円 

表 3-5-1 日本側負担事業費 

費  目 概算事業費（百万円） 

取水工 取水施設工事 36.2 

浄水場 浄水場建設 345.7 

配水池 配水池建設 103.2 

導･送配水管敷設 導･送配水管敷設工事 839.5 

工事費 

その他（共通仮設、現場管理、一般監理） 531.2 

1,855.8 

実施設計費、施工監理費 167.5 

注：本概算事業費は暫定的なものであり、即交換公文上の供与限度額を示すものではない。 
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（２）｢エ｣国側負担事業費 

｢エ｣国側が負担する事業費は下表のとおりである。 

表 3-5-2 ｢エ｣国側負担事項に係る費用予測 

 施設 金額(US$) 計(百万円) 

1 土地収用 20,000 2.14 

2 アクセス道路の整備 28,000 3.00 

3 送電線引き込み･トランス設置 90,000 9.64 

4 フェンス等場内設備 33,000 3.54 

5 その他（関税・国内税他） 30,000 3.21 

 計 201,000 21.53 

 
 

（３）積算条件 

１）積算時点 ：平成 17 年 7 月 

２）為替交換レート ：１US＄＝107.16 円（平成 17 年 1 月～平成 17 年 6 月の平均レート） 

３）施工期間 ：国債よる工事実施とし、実施工程案を図 3-2-14 に示す 

４）その他 ：本事業は日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施される。 

  

3-5-2 運営・維持管理費  

施設完成時（2009 年）の運営維持管理の年間費用は下記のとおり約 62 万ドルとなる。 

（単位：US$）   

人件費 電気代 薬品代 経営 合計 

237,600 156,417 106,956 118,800 619,773 

現在（2005 年）のユーザー数 11,900 世帯が施設完成時、同数でしかも現在と同一水道料金（平

均水道料金を約 5US$／月／世帯）を支払ったと仮定した場合、水道料金収入は 71.4 万 US＄とな

り、運営・維持管理に必要な経費を上回る。当地区の最低賃金は 300US$／月であり、1 世帯 1 ヶ

月の水道料金 5ドルは収入の 1.67％でしかなく、十分に支払える額と考えられる。また、公社へ

の収入としては水道料金のほかに、電話 10％税、新規登録料、商売の営業許可申請費用等の各種

の補助金、料金が見込まれる。仮に運営・維持管理費が収入を上回った場合には中央政府の水道

事業に関する補助金を充当させることとしており、プロジェクトの運営･維持管理に係る財政的な

問題はない。 



 
 
 
 
 
 

第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 



第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

4-1 プロジェクトの効果 

本プロジェクトの実施により期待される効果は表 4-1-1 のように整理される。 

表 4-1-1 プロジェクト実施による効果と現状改善の程度 

 現状と問題点 本計画での対策（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

・ 給水量が不足している 

・ 時間給水である 

（ワキージャス市は週に 1 回の

給水、アレニ－ジャス市は 1

日 6時間の給水である） 

・取水施設(取水量 110l/s、ポン

プ３台)の建設 

・導･送配水管敷設(DIP 管、PVC

管 250～500mm、26,330m) 

・浄水場(処理能力 100l/s 生産

量：8,640 ㎥/日)の建設。 

① ワキージャス市 44,700 人の

給水時間が 24 時間/日とな

る(現在 1～2回/週)。また給

水圧の増加で家庭の蛇口が

使用できる。 

 

施

設

整

備

関

係

上

の

問

題 

 

・ 水質に問題がある 

（ワキージャス市の水は臭いと

水質に問題あり、アレニ－ジ

ャス市の水は浄水場が正常に

稼動していないため河川水の

水質に近い） 

 

・浄水場の建設。 

・配水池(アレニ－ジ 500㎥、ワ

キージャス 3600㎥)の建設。

② アレニ－ジャス市 15,200 人

の給水時間が 24 時間/日と

なる(現在 6時間/日) 

③ 水 質 の 改 善 （ 残 留 塩 素

0.1mg/㍑以上）に伴い、水因

性の疾病率が減少する。（現

在の罹患数:ワキージャス市

3859 人、アレニ-ジャス市

885 人(2003 年) ） 
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4-2 課題・提言 

（1） 上水道公社の組織・制度の確立 

総裁人事が決定し、職員、技術員の選抜が両市役所を中心に行われているが、新旧施設の

運転維持管理、新規料金の設定と徴収方法等問題が山積している。経営的にも独立は難しく、

両市の協力が必要である。特に両市の市長は公社の理事でもあり、県や中央政府と連携を図

り、財政面、経営面での支援、協力を行う必要がある。また、公社は早期に独立経営が可能

になるように組織･制度を確立する必要がある。 

 

（2）確実な予算措置 

公社は当分の間、組織の運営費（人件費、一般経費など）、上水道事業に必要な事業費、

薬品費や電気代等の維持管理費に対して市からの援助が必要であり、市関係者に毎年度計画

通り確実に予算措置が履行されることを要請、確認する必要である。また料金徴収業務等に

積極的に取り組み、早期に独立運営できる体制を造ることが必要である。 

 

（3）適切な施設の運転管理 

本計画において建設される施設は、既存施設と併用されるため、新旧施設の運転を効率的

に行う必要がある。特に既存施設は老朽化しており、運転コストの軽減を図るためにも効率

的な運転を実施しなければならない。まず、全施設の運転状況（水量、水質、水位等）を日

常的に記録し、それらに応じた適切な運転管理を行うことが重要となる。 
 
（4）水質の均一化 

アレニ－ジャス市への新規施設からの水は既存の配水池で既存施設で処理された水と混

ざり合い、水質は均一化され市内へ配水される。一方、ワキージャス市は既存の井戸の水

と新規施設の水は別途に配水されるため配水区域間で水質の違いが出る。従って、市内配

管網整備の際に井戸から直接配水管に送水する現給水システムを止め、新たに集水井を建

設し、新規配水本管と接続して水質の均一化を図る必要がある。集水井を設けることは井

戸からの揚水量が増加するとともに安定するメリットがでてくる。 
 

（5）水道料金収入の確保 

本計画実施後の運営・維持管理において、配水量が増加し、料金体制の改定、裨益住民の

満足度向上等により水道料金の増収が期待される。さらに、顧客調査による登録者の増加、

不法接続者の取り締まり、故障している給水メーター修理等、水道料金増収のための活動が

確実に実践されることが肝要である。 

 

（6）有効水量の増加 

既存施設の老朽化に伴い無効水量が多い現状を改善するために、両市は配管網整備を実

施する際、流量計などの取り付け、古い AC 管の更新等を実施し、使用量に応じた水道料金

の徴収、漏水量の削減、盗水防止に努め、有効水量の増加を図るべきである。 
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4-3 プロジェクトの妥当性 

（1）本プロジェクトは国家開発計画並びに国境平和開発計画の目標達成に資するプロジェクトで

ある。 
 

（2） プロジェクトの裨益対象は給水制限下にある両市民であるが、市周辺の家庭配管のない貧困

層の人たちが多く含まれている。 

 

（3） 水道水による皮膚炎、下痢などの水因性の疾病率が低減される。 

 

（4） 本計画で整備を行う施設は先方の技術レベル、運転管理費を考慮して運転・管理上、特に高

度な技術を必要とする施設や設備の導入はないものである。 

 

（5） 本計画では、新規に給水施設の建設を行うが、既存施設の増設、丘陵部の自然林の利用、幹

線道路わきの公有地の利用などで、自然環境に与える負の影響は発生しないと思われる。 

 

（6） 我が国の無償資金協力の制度により、特に問題なくプロジェクトの実施が可能である。 

 

 

4-4 結論  

本プロジェクトは、前述のように多くの効果が期待されると同時に、広く住民の BHN の向上と

上水道公社の技術力向上に寄与するものであることから、本プロジェクトが実施されることの意

義は大きいと判断される。 

水道公社は設立されて間がないこと、技術員が不足していること、住民の水道料金の支払い意

識が薄いことなど懸念される材料は多々あるが、両市は自ら上水道の整備計画を策定し、水道公

社の設立を実施、インフラ整備の遅れを取り戻すための中央政府や県に対する支援･協力の要請を

積極的に行っている。また、中央政府、県も公式に協力の約束を行っていることから、こうした

懸念材料は解決され、市民に衛生的な水を安定供給する目標は達成されるものと考えられる。 

従って、本プロジェクトを我が国の無償資金協力として実施することの妥当性は確認される。 



 
 
 
 
 
 

[資料] 
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1. 調査団員・氏名 

（1）第 1次現地調査時 

担 当 氏 名 所 属 

総 括 
福田 義夫 
Yoshio FUKUDA 

独立行政法人国際協力機構  
無償資金協力部 業務第一グループ  
水・衛生チーム長 

業務主任 
/上水道計画 

井川 雅幸 
Masayuki IGAWA 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 技術部長 

浄水場施設設計 
/水質分析 

小島 裕 
Hiroshi KOJIMA 

（株）日水コン 
海外事業部 部長 

管路網施設設計 
山口 雅弘 
Masahiro YAMAGUCHI 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 マネージャー 

組織、運営、 
維持管理計画 

本家 正彦 
Masahiko HONKE 

（株）協和コンサルタンツ 
嘱託 

施工計画／積算 
岡崎 浩一 
Koichi OKAZAKI 

（株）日水コン 
海外事業部 

機材計画 
/調達計画/積算 

内藤 晃司 
Koji NAITO 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 

業務調整 
村上 武士 
Takeshi MURAKAMI 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 

通訳 
岡村 章夫 
Akio OKAMURA 

（株）協和コンサルタンツ 
嘱託 

 

（2）基本設計概要説明時（1年次） 
担 当 氏 名 所 属 

業務主任 
/上水道計画 

井川 雅幸 
Masayuki IGAWA 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 技術部長 

管路網施設設計 
山口 雅弘 
Masahiro YAMAGUCHI 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 マネージャー 

通訳 
岡村 章夫 
Akio OKAMURA 

（株）協和コンサルタンツ 
嘱託 

 

（3）第 2次現地調査時 
担 当 氏 名 所 属 

業務主任 
/上水道計画 

井川 雅幸 
Masayuki IGAWA 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 技術部長 

浄水場施設設計 
/配水池施設設計 

小島 裕 
Hiroshi KOJIMA 

（株）日水コン 
海外事業部 部長 

管路網施設設計 
山口 雅弘 
Masahiro YAMAGUCHI 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 マネージャー 

通訳 
岡村 章夫 
Akio OKAMURA 

（株）協和コンサルタンツ 
嘱託 

 

（4）基本設計概要説明時（2年次） 
担 当 氏 名 所 属 

業務主任 
/上水道計画 

井川 雅幸 
Masayuki IGAWA 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 技術部長 

管路網施設設計 
山口 雅弘 
Masahiro YAMAGUCHI 

（株）協和コンサルタンツ 
国際事業部 マネージャー 

通訳 
岡村 章夫 
Akio OKAMURA 

（株）協和コンサルタンツ 
嘱託 

 

【資料】 
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２．調査日程 

（1）第 1 次現地調査 

 
 
 
 
 

50 1月9日 日

51 1月10日 月

52 1月11日 火

53 1月12日 水

54 1月13日 木

55 1月14日 金 移動（→成田）

移動（イバラ→キト）

日本大使館表敬、関係省表敬、JICA事務
所打合

移動（キト→米国）

移動（米国→）

団内ミーテイング等

移動（→成田）

移動（米国→）

移動（キト→米国）

移動（イバラ→キト）

団内ミーテイング等

日本大使館表敬、関係省表敬、JICA事務所打
合

工
程

日程
曜
日

官団員
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（業務
主任/上水道計

画、通訳）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（浄
水場施設設計
/水質分析）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（管
路網施設設

計）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（組織、
運営、維持管理計

画）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（施
工計画/積

算）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（機
材計画/調達
計画/積算）

業務調整

1 11月21日 日

2 11月22日 月

3 11月23日 火

4 11月24日 水

5 11月25日 木

6 11月26日 金

7 11月27日 土

8 11月28日 日

9 11月29日 月

10 11月30日 火

11 12月1日 水
移動（キト→マイア

ミ→シカゴ）

12 12月2日 木 移動（シカゴ→）

組織を含む実態把
握調査、資料収集

13 12月3日 金 移動（→成田） 社会調査の指示

14 12月4日 土 社会調査の指示

15 12月5日 日

16 12月6日 月 打合せ 社会調査の指示

17 12月7日 火 打合せ 社会調査の指示

18 12月8日 水 社会調査の指示

19 12月9日 木 社会調査の指示

20 12月10日 金 社会調査の指示

21 12月11日 土

22 12月12日 日

23 12月13日 月

24 12月14日 火

25 12月15日 水
打合せ

組織を含む実態把
握調査、資料収集

26 12月16日 木 打合せ 社会調査の指示

27 12月17日 金 打合せ 社会調査の指示

28 12月18日 土 打合せ 社会調査の指示

29 12月19日 日

30 12月20日 月
社会調査の指示

31 12月21日 火

32 12月22日 水

33 12月23日 木 打合せ

34 12月24日 金 打合せ

35 12月25日 土

36 12月26日 日

37 12月27日 月
移動（マチャラ→グ
アヤキル→キト）

38 12月28日 火 移動（キト→米国）

39 12月29日 水 移動（米国→）

40 12月30日 木
移動（→成田）

41 12月31日 金

42 1月1日 土

43 1月2日 日

44 1月3日 月 打合せ

45 1月4日 火

46 1月5日 水

47 1月6日 木

48 1月7日 金

49 1月8日 土

団内ミーテイング等

団内ミーテイング等 団内ミーテイング等

団内ミーテイング等

補足調査

補足調査

補足調査

補足調査

補足調査

イバラ市最終ミーティング

団内ミーテイング等

補足調査

アレニージャ、ワキージャス市最終ミーティング

移動（マチャラ→グアヤキル→キト→イバラ）
移動（マチャラ→グアヤキル→キト→イバ

ラ）

現場踏査

現場踏査

現場踏査 現場踏査

団内ミーテイング等

現場踏査 現場踏査

現場踏査

現場踏査

現場踏査、再委託調整、移動（イバラ→キト)

M/M協議（調印）、移動（イバラ→キ

ト）、日本大使館・JICA事務所報告
M/M協議（調印）、移動（イバ

ラ→キト)

移動（キト→マチャラ）

移動（キト→イバラ）、視察

M/M協議、イバラ市営水道公団表敬 現場踏査、再委託調整

団内ミーティング 団内ミーティング、現場踏査、再委託調整

M/M協議（調印）

移動（マチャラ→キト）

現場踏査、再委託調整

現場踏査、再委託調整

移動（マチャラ→キト)

視察、団内ミーティング、M/M協議

現場踏査

補足調査

補足調査

補足調査

団内ミーテイング等

打合せ、現地調査(イバラ市都市部)

現場踏査

現場踏査

現場踏査

補足調査

補足調査

ローカルコンサル調査結果の
受け取り

結果解析

団内ミーテイング等

補足調査

団内ミーテイング等 団内ミーテイング等

補足調査

補足調査

現場踏査

現場踏査

移動（マチャラ→グアヤキル→キト→イバラ)

現場踏査

現場踏査

現場踏査

団内ミーテイング等

補足調査

イバラ市最終ミーティング

ローカルコンサル調査結果の
受け取り

移動（成田→キト）

日本大使館表敬、JICA事務所打合、外務省経済開発局表敬

移動（キト→マチャラ）、両市表敬

補足調査

現地調査(イバラ市農村部)

現場踏査 現場踏査

現場踏査 現場踏査

現場踏査

イバラ市ミーティング

移動（イバラ→キト→グアヤキル→マチャラ）

団内ミーテイング等

現場踏査 現場踏査

現場踏査現場踏査
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（2）基本設計概要説明（1 年次） 
工
程

日程
曜
日

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ （業務主任/上水道
計画、通訳）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（管網） ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（機材調達/積算）

1 3月12日 土
2 3月13日 日
3 3月14日 月
4 3月15日 火
5 3月16日 水
6 3月17日 木
7 3月18日 金
8 3月19日 土
9 3月20日 日

10 3月21日 月

11 3月22日 火
12 3月23日 水

協議

午前：協議、午後：MM調印

午前：イバラ→ワキージャス、午後：業務説明

移動（→米国）

業務説明

移動（成田→キト）

日本大使館・関係省表敬、JICA事務所打合

移動（キト→イバラ）、市営水道公団表敬、協議

ワキージャス→キト

日本大使館・関係省表敬、JICA事務所打合

移動（キト→米国）

移動（米国→成田）  

 

（3）第 2 次現地調査 

工
程

日程
曜
日

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（業務主任/上水
道計画、通訳）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（浄水場／配水
池施設設計）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（管路網施設設
計）

6月13日 月 移動（成田→キト）
6月14日 火 移動（キト→マチャラ）
6月15日 水 現場踏査
6月16日 木 現場踏査
6月17日 金 現場踏査
6月18日 土 現場踏査
6月19日 日 現場踏査

1 6月20日 月 現場踏査

2 6月21日 火
現場踏査

3 6月22日 水 両市表敬

4 6月23日 木
視察、団内ミーティング、

M/M協議
5 6月24日 金 M/M協議（調印）
6 6月25日 土
7 6月26日 日
8 6月27日 月
9 6月28日 火

10 6月29日 水
11 6月30日 木
12 7月1日 金
13 7月2日 土
14 7月3日 日
15 7月4日 月
16 7月5日 火
17 7月6日 水
18 7月7日 木
19 7月8日 金
20 7月9日 土
21 7月10日 日
22 7月11日 月
23 7月12日 火
24 7月13日 水
25 7月14日 木

日本大使館表敬、JICA事務所打合、外務省経済開発
局表敬

移動（成田→キト）

移動（キト→マチャラ）、両市表敬

移動（米国→）

現場踏査

移動（キト→米国）

アレニージャ、ワキージャス市最終ミーティング
移動（マチャラ→グアヤキル→キト）

日本大使館表敬、関係省表敬、JICA事務所打合

現場踏査
団内ミーテイング等

現場踏査
現場踏査

現場踏査
現場踏査

現場踏査

現場踏査

移動（→成田）

現場踏査

現場踏査

現場踏査
団内ミーテイング等

現場踏査

現場踏査

現場踏査
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（4）基本設計概要説明（2 年次） 

 
 
３．面会者リスト 
【在エクアドル日本大使館】 

平松 弘行   大使 

 竹内 重広   参事官 

 星野 元宏   三等書記官 

【JICA/JOCV エクアドル調整員事務所】 

 川添 浩正   企画調査員 

 森内 華奈子   現地職員 

【国際協力庁 (INECI)】 

 Guillermo W Alvarez 長官 
 Alberto Yépes F. 前長官 
 Maria Soledad Córdoba 長官代行 
 Denys Toscano Amores アジア地区担当 
 Jaime Zurita 日本担当官 
 花田 眞人 技術協力ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(JICA 専門家) 
 山崎 微笑 技術協力コーディネーター 
【エル・オロ県】 
 Ing. Montgomery Sanchez エル・オロ県知事 
 Galo Betancourt Capelo 企画部長 
 Wilmer Encalada エル・オロ県衛生インフラ相談役 
【ワキージャス市】 
 Manuel Aguirre Piedra ワキージャス市長 
 Alberto Astudillo ワキージャス市議会議員 
 Raúl Ludeña C. ワキージャス市議会議員 
 Lic. Nancy Castillo ワキージャス市議会議員 

工
程

日程
曜
日

コンサルタント（業務主任
/上水道計画）

コンサルタント（管路網施
設設計） 通訳

1 10月20日 木

2 10月21日 金

3 10月22日 土

4 10月23日 日

5 10月24日 月

6 10月25日 火

7 10月26日 水

8 10月27日 木

9 10月28日 金

10 10月29日 土 移動（成田着）

M/M　協議及び署名、エルオロ県知事表敬

移動（ヒューストン→成田）

移動（グアヤキル→キト）、大使館、外務省等報告

移動（キト→ヒューストン）

移動（成田→ヒューストン、ヒューストン→キト）

日本大使館・外務省表敬　→　移動（マチャラ）

ﾜｷｰｼﾞｬｽ・ｱﾚﾆｰｼﾞｬｽ両市とドラフト協議

現地視察

ドラフト協議
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 Lic. Dora Luna de Vinces ワキージャス市議会議員 
 Lic. Norman Aguirre ワキージャス市議会議員 
 Img.Zoilo Vidal 公共事業部長 
 Carlos Chamba 水道部長 
【アレニージャス市】 
 Lcda. Karina Torres アレニージャス市長 
 Jorge Tinoco Zaldua アレニージャス副市長 
 Dr. José Paladines アレニージャス前市長 
 Dra. Rosario Moman アレニージャス市助役 
 Gilberto Guazha アレニージャス市議会議員 
 Magdalena Vargas アレニージャス市議会議員 
 Mirian Garcia Sanchez アレニージャス市議会議員 
 Winston Paladines A. アレニージャス市議会議員 
 José Luis Rebolledo アレニージャス市議会議員 
 Froilan Reyes アレニージャス住民代表 

 Arq. Alfredo Madrid アレニージャス市公共事業課長 

 Marco Odrena アレニージャス市職員 
 Katty Valceca 上下水道課長 
 Carlos Cuero 水道施設検査担当 
 Ing. Joseph Capelo Silva 公共事業部長 
 Mercy Zambrano Danila 財務部長 
 Telmo Aruirre 広報担当 
 Ing. Edwin Rengel 環境事業課長 
【アレニージャス・ワキージャス地方水道公社（EMPARAH）】 
 Jaime Ojada Quezada 地方水道公社総裁 
【サンタロサ水道公社（EMAPASR）】 
 Fernando Ortega サンタロサ浄水場 





































 

添付-2. 無償資金協力システム 

日本の無償資金協力 

3-1  日本の無償資金協力システム 

１）日本の無償資金協力 

無償資金協力とは被援助国に返済義務を課さないで資金を提供する援助で、被援助国が

自国の経済・社会の発展のために役立つ施設、資機材および役務（技術あるいは輸送等）を

調達するのに必要な資金を、我が国の関係法令に従って以下のような原則により贈与するも

のである。 日本国政府が資材・機材、設備等を直接に調達して現物供与する形態はとって

いない。  

 

１. 無償資金協力実施の手順 

1)  我が国の無償資金協力（無償）は次のような手順により行われる。 

 ・申請（被援助国による公式要請書の提出） 

 ・調査（JICA による基本設計調査） 

 ・審査と承認（日本政府によるプロジェクト審査と閣議承認） 

 ・実施の決定（両国政府による交換公文の署名） 

 ・実施（プロジェクトの実施） 

2) 第一段階である「要請」は被援助国から提出された要請書を基に日本国政府（外務

省）は無償としての妥当性を検討する中で、案件としてのプライオリティが高いことが

確認された場合には、JICA に対して調査の指示を行う。 

第二段階である調査（基本設計調査）は JICA が実施するが、JICA は原則としてこの

調査を我が国のコンサルタントとの契約によって行う。 

第三段階の審査と承認は第二段階で JICA が作成した基本設計報告書を基に日本

政府がそのプロジェクトが無償資金協力事業として適当であるかを審査した上、閣議

請議を行う。 

閣議によって承認されたプロジェクトは第四段階で両国政府による交換公文(E/N)の
署名によって正式決定に至り、無償資金協力が実行に移される。 

無償資金協力の実施は被援助国政府によって行われる。 無償資金協力の円滑な
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実施のため、JICA はコンサルタントの推薦、入札・契約手続きその他の手続きにつ

いて「調達のガイドライン」に沿って被援助国政府を支援する。 

 

２. 基本設計調査 

１）調査の内容 

JICA が実施する調査（基本設計調査）は、要請の背景、目的、効果並びに実施に必要な

維持管理能力等を調査しその妥当性を技術面と社会・経済面で検証を行い、被援助国政府

と協議の上、計画の基本構想を双方で確認し、併せて基本設計と概算事業費の積算等を行う

ものであるが、その目的はあくまでも日本政府が無償として承認するにあたっての基礎的資料

（判断材料）に位置付けられる。 

なお、当然のこととして、要請された内容が全てそのまま協力の対象となるのではなく、我が

国の無償のスキーム等を勘案し、基本構想が確認される。 

また、無償として実施するに当たって、我が国は被援助国側の自助努力を求める立場から

被援助国にも必要な措置を求めており、この措置が実施を担当する機関以外の所管事項で

ある場合であってもその実施の担保を求めるものであり、最終的には被援助国政府の関係す

る機関全てとの確認をミニッツにより行う。 

 

２）コンサルタントの選定 

調査の実施に際して JICA は登録業者の中からプロポーザル方式によりコンサルタントを選

定する。 選定されたコンサルタントは JICA の指示に基づいて基本設計調査を行い、報告書

を作成する。 

なお、無償資金協力の実行がＥ／Ｎにより決定された後のコンサルタントの契約については、

基本設計調査と詳細設計業務の技術的一貫性を保つ必要性があるため、 JICA は当該コン

サルタントを被援助国政府に推薦する。 

 

３. 無償資金協力のスキーム 

１）交換公文の署名 

無償の実施に当たっては E/N による政府間の合意・署名が必要である。 E/N では当該プ

ロジェクトに係る目的、供与期限、実施条件、限度額等が確認される。  
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２）「供与期限」 

「供与期限」は我が国の閣議決定の行われた会計年度内とする。 この間、 E/N の署名か

らコンサルタント及びコントラクター等との契約を経て、最終的な支払いを含めて全てを終了し

なくてはならない。 

但し、自然災害等、やむを得ない事情により搬入、据付、工事等が遅延した場合には

両国間の協議により一年間（一会計年度）の延長が可能である。 

 

３）生産物および役務の調達 

贈与によって調達される生産物および役務は原則として日本国および被援助国の生産物

ならびに日本国民又は被援助国民の役務を購入するため適正に、かつ専ら使用される。 こ

こでいう「日本国民」という語は日本国の自然人又はその支配する日本国の法人を意味する。 

なお、贈与は両国政府が必要と認める場合には第三国（日本国および当該国以外）の生

産物の購入あるいは輸送等の役務の購入にも使用することが可能である。 

但し、無償の原則により、贈与を実施するに当たって必要とするプライムコントラクター、即

ち、コンサルタント、施工業者および調達業者は「日本国民」に限定される。 

 

４）「認証」の必要性 

当該国政府（又は政府が指定する当局）が行う「日本国民」との契約は「円貨建」で締結さ

れ、かつ、日本政府による「認証」を必要とする。 「認証」は贈与財源が日本国民の税金であ

ることによる。 

 

５）被援助国に求められる措置 

無償資金協力が実施されるに際して当該国政府は以下のような措置等が求められる。 

a) 施設案件の実施に当たっては施設の建設に必要な土地を確保し、かつ、用地の整地を

行うこと。 

b) 用地の整地を行うに際しては、併せて、用地までの配電、給水、排水、その他の付随的

な施設の整備、工事等を行うこと。 
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c) 資機材等の案件については、必要な建物等が確保されること。 

d) 贈与に基づいて購入される生産物の港における陸揚げ、通関および国内輸送に係る手

続きが速やかに実施されることの確保及びこれら手続きにかかる費用の負担。 

e) 認証された契約に基づき調達される生産物および役務のうち日本国民に課せられる関

税、内国税およびその他の財政課徴金を免除すること。 

f) 認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務について、その作業の遂行のた

めの入国および滞在に必要な便宜を与えること。 

 

６）「適正使用」 

贈与に基づいて建設される施設および購入される機材が、当該計画の実施のために適正

かつ効果的に維持され、使用されること並びにそのために必要な要員等の確保を行うこと。 

また、贈与によって負担される経費を除き、計画の実施のために必要な維持・管理費を含

む全ての経費を負担すること。  

 

７）「再輸出」 

贈与に基づいて購入される生産物は当該国より再輸出されてはならない。 

 

８）銀行取極 

ａ） 当該国政府又は「指定された当局」は日本国内の銀行に当該国政府名義の勘定を開

設する必要がある。 日本国政府は認証された契約に基づいて当該国政府若しくは指

定された当局が負う債務の弁済に充てるための資金を右勘定に「日本円」で払い込む

ことにより贈与を実施する。 

ｂ） 日本政府による払い込みは当該国政府又は指定された当局が発行する「支払い授権

書」に基づいて「銀行」が支払い請求書を日本国政府に提出した時に行われる。 

 

９）支払い請求書 

当該国政府は、銀行取極を締結した銀行に対し、支払い授権書の通知手数料及び支払

い手数料を負担しなければならない。 
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会議の主要参加者 
 
【エクアドル国際協力庁 (INECI)】 
 Alberto Yépez F 長官 
 
【エクアドル側】 
 Mauricio Larrea A イバラ市長 
 Pablo Jurado Moreno イバラ市次期市長 
 Alvaro Castillo A. EMAPA-I 総裁 
 Giovani Rivadeneira EMAPA-I 技術部長 
 Raúl Beltrán EMAPA-I 都市上水道課長 
 Marcelo Mosquera EMAPA-I 地方上水道課長  
 
【日本側】 
 福田 義夫 団長 
  JICA 無償資金協力部 業務第一グループ 
  水・衛生チーム長 
 井川 雅幸 業務主任/上水道計画 
 小島 裕 浄水場施設計画/水質分析 
 山口 雅弘 管路網施設設計 
 本家 正彦 組織・運営・維持管理計画 
 岡崎 浩一 施工計画/積算 
 内藤 晃司 機材計画/調達計画/積算 
 村上 武士 業務調整 
 岡村 章夫 通訳 
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